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1， 発刊の
、F

~ とぱ

近年 K砕けるわが国畜産業の伸長ぶ bは、 f旬に顕著左ものがあ b、1 農業総産出額中，(1(

占める畜産の割合は、昭和 3 1年には僅かに 11%(1(すぎ左かったのが、昭和 4 0年 K

は 2 0 %と飛躍的 K 増加し、国民食糧構成の質的向上 K 大きく寄与していることは周知

の処で、今後ともこの傾向は一層強まることが見通 される そして養鶏、養豚、酪農等。

はそれぞれ専業化、規模 拡大の方向を積僅的にたど b、多頭羽飼育、省刀管理体制へと

移 bつつあ b、これに対応した畜舎施設、機械装備 の 近 代 化 が 、 焦 眉 の 関 心 事 と 左 っ て

きている。

ところで畜産装備の近代化、能率的を省刀畜産管理技術の開発は、畜産技術者はもと

よ b、工学、衛生、経済等の関連諸分野の専門家を結集して、それぞれの斬新左専門知

識をもって研究討議を行左い、それらを集大成してこそ、始めて効率的左推進が図られ

得るものと信ずるのである。 この主旨にもとづいて、昨春 5月 K本研究会が誕生した次

第であ b、現在一般会員 1 1 0名、賛助会員 2 4を数ぞえ、昨年度開催した 2回 の 研 究

会は、本誌にその主左研究報告を集録した如く、非常 に 充 実 し た も の で あ b、本会設立

の目的 K添う研究会活動であったものと信じ、会員 各位とともに御問屋陀たえ左 lρ 次第

である。向後 とも会員各位の一層活発左研究交涜を期待し、本道畜産界の技術革新に、

本会が大きく 寄 与 す る ことを念願してやま左凶。

北海道家畜管理研究会会長

広 瀬--一可-恒
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( 1 ) 乳牛の多頭飼育の管理方式 に つ い て

北海道畜産会河 野 敬三郎

乳牛の多頭飼育とはどのくらいの数をいうか、その規模についての判断がまちまちである。しかし概念と

しては、現在の酪農家の上位の平均飼養頭数では、安定した発展性のある酪農経営を期待するととはでき左

いというととから、より大き左規模にするととを多頭飼育という、漠然とした表現をとっているものと思わ

れる。

北海道の酪農家の上位とみ左される乳牛の飼養頭数は、成牛 8頭以上であるが、 8頭以上の飼育者の頭数

別分布をみると第 1表のように頭数の増加するのに従って少左〈左り、 1口頭以上の農家は 6.4労しか左い

のである。

多頭化の必要性を要求する意味は、所得の増加をそれKよって実現しようとするのであって、とれは第 2

表K示すように、牛乳の生産コストは、一般的Kいって飼育頭数の増加に反比例じて安〈左る。いいかえれ

ば利益が増大するのである。

酪農経営が採算ベースK乗るKは、少左くても 5頭以上の搾乳牛を箭援する ζ とが必要であり、より多ぐ

の収入を望むKは、 1 0頭またはそれ以上の規模Kし左ければ左ら左いであろう。

とのことはいま K初まったことでは左いが搾乳牛 5頭以上の酪農家が少左〈、それ以上Kなれ左いのKは、

いくつかのあい路があって拡大化を阻んでいたのである。

それは、土地、資本、労力、農業形態(種目の組み合せの不合理性)左どであ b、また農業の方向づけが、

土地、資本の不足を、労働集約による単位生産の増大K重点をb き、自給労賃の不当左引き下げKよって単

位(反当または 1頭当 t)粗収入の増加を計るととになかれていたのである。

従来の乳牛の多頭数飼育の形は、大都市周辺の専業搾乳業者は別として、農場形体をもつものでは、ほと

んどがプリーダ一的性格をもつものであって、国立または道府県の種畜場か、種畜生産を目的としたプリー

ダーによってしめられていたのであって、本当の酪農家(牛乳生産及び搾乳牛にむけるための乳用牛の生

産育成)にはその形がみられ左かったのである。

種畜生産のやb方にも問題はあるが、本格的左酪農のあb方Kは、現在の壁を破る努力が強〈要請されね

ば左ら左い。

搾乳牛頭数別の牛乳生産費の費目別の金額をみると、頭数の増加によって減少する経費は、労働費がもっ

とも多く、建物、農機具費がとれKついで長り、労働効率が上b、設備の資本効果がよく在ることを示して

いる。とれに対し、飼料費と乳牛償却費はほとんど差が左いのである。但し、飾件費の内容をよくみると、

頭数の増加K伴左い、自給飼料費が減少しているのに、購入飼料費(主として濃厚飼料)が増加していると

とK注意し左ければ左ら左いのである。

第 1表乳牛頭数別飼養戸数(成畜) 3 9年 11月

問咽~5 ........ 9 1 0~1 4 1 5以上 言十

戸数7 ， 2 7 0 I 9， 0 3 0 I 1 3，0 3 0 1 3，980 2.482 424 4 6，2 1 6 

% 1 5. 7 I 1 9. 6 I 2 8. 1 30.2 5.5 0.9 



第 2表 搾乳牛頭数別牛乳生産費 (3.2弼 1 0 0 kg) 3 9年

頭 数別 労働費
飼 料 費

乳牛償却費 そ の 他 費用計 第 2次生産費
自給 購入 計

1 5~1 9 397 959 8 1 7 1，776 372 35 1 2，896 2，231 

1 O~1 4 502 689 777 1，466 373 373 2，71 4 2，51 9 

7 -- 9 62日 646 854 1，500 304 387 2司81 1 2，697 

5 -- 6 665 564 888 1，452 3 1 9 417 2，853 2，770 

4 724 725 77ら 1，501 288 374 2.887 2，7 1 7 

5 922 573 8 1 1 1，384 302 .3 82 3，000 2，855 

一一一一」

労働と設備投資K対する効果は、たしかK多頭化Kよって向上しているが、本道の上位酪農家の搾乳牛の

増加が 5---6頭で伸び左やんでいることは、現在の乳牛の飼養管理形態が、防寒畜舎になけるズヲンチヨン

方式と、牛乳の手搾 b である以上 5~ 6頭以上K増加しでも管理労力は余り節減でき左い。

5 ~6頭の搾乳牛の場合の管理労働時間は、 1 頭平均 347 時間であって、搾乳牛が 6頭の場合Kは育成

牛と仔牛が常時 3~4 頭はいるので、育成牛の管理労力を 1 頭平均 1 0 0時間とみても、年間の労働時間は

合計して約 2.40 0時間を必要とし、稼働者 1名の年間労力の限界である。大部分の農家の保有労働力は

2.5人であって、販売作物収入Kか左 bの重点を品、か左ければ左ら左い経営に長いては、飼料生産と農作

物裁培の労力の関係から、家畜管理労力を、 1 人以上にするととが困難と左り、とれが乳牛頭数が 5~6頭

で頭うちとなる主左原因と考えられるのである。

もちろんこの他にも、各戸の農地面積が狭いとか、資金不足左どが酪農規模の拡大を阻げていることは事

実であるが、道東、道北の畑作地帯の 10ヘクターノレ以上の農家や、根到11、天北の 2 0........ 3 0ヘクターノレの

農用地をもっている地帯に長いても、 5~6頭の搾乳牛飼養で、行きづま b を示している経営が大多数をし

めているのである。

また生産費の 5 0パーセントをしめる飼料費が、頭数が増すと自給費が少左く左 b、購入費が多〈左 b、

合計ではあま b変ら左いととKも、労力の影響が考えられるのである。 ζれは頭数の増加によって、裁培管

理と飼料調製などの農作業労力が不足とな D、販売作物裁培労働はへらせ左いので、労ブ万現役分は飼料生産調

整にしわょせられて、粗飼料の確保量が十分で左ぐ、また良質の粗飼料をつぐるととができ左いので、濃厚

飼料の使用が多〈なるのであろうと思われるのである。

酪農経営による所得の増加を賭寺するには、多頭化と、飼料費の低減と、生産乳量の増加を必要とするの

であって、この場合、乳牛管理労力の増によるイ乍劫裁培との競合を、どのよう左方法で解決するかというと

とに帰着するのである。

管理労働の検討と管理方式

千喋効率を高めるKは、管理に必要左作業の量を作業別K分類してその作業の内容を検討して、時間の短

縮と作業の軽減を考えなければ左らない。昭和 39年の牛乳生産費調査報告から、搾乳牛の飼養頭数別の作

業別作業時間を引用して分析したのが第 5・4表である。

硝では4頭以ての搾乳牛は除外し、 5頭以上について見たo とれにはノレイハウジング方式のものは左〈

全部繋留方式であ b、多頭区ほどミノレカーの使用率が高〈左っているようである。

ーーり』ー
ι『



第 5表搾乳牛 1頭当D作業別労働時間

揮し牛規模 飼料調理給与 敷料更新 題字L、牛造 牛乳運搬 その他 計

5 頭 1 1 9.5 4 S..o 1 95.0 5 0.6 75.6 485.1 

4 頭 93.7 4 6.3 1 62.0 37.0 48.0 387.2 

5~ 6頭 78.7 42.1 142.2 24.3 60.2 34ス

7~ ヲ頭 6 9.1 35.5 128.8 1ス4 54.1 304.7 

1 0...... 1 4頭 62.7 35.0 124.3 1 0.6 4 3:8 276.5 

!I 1 5 ...... 1 9頭 53.8 33.7 1 02.0 8.1 48.4 246.0 

;1 2 0 ，.....， 2 9頭 48.3 3 3.6 95.4 8.8 6 6.5 252.6 

向上 5"""'6頭を 10 0とした作業別比率

5 ...... 6頭 1 0 0 1 0 0 1 00 1 0 0 1 0 日 1 00 

7 ...... ヲ頭 88 84 90 72 90' 88 

1 O"'_' 1 4頭 80 83 87 44 73 80 

1 5...... 1 9頭 68 80 72 3 3 80 71 

2 0...... 2 9頭 6 1 80 67 36 1 j 0 73 

第 4表搾乳牛規模別作業別労働時間比率

搾乳牛規模 飼料調理給与 敷料更新 lZ礼、牛主 牛乳運搬 その他 言十

5 ...... 6頭 22.5 12.5 4 1.0 スo 1 7. 0 1 00 

7 ...... ヲ頭 22.7 1 1.7 42.0 5.7 1 7.8 1 0 0 

1 0 ...... 1 4頭 22.6 1 2.7 45.0 3.9 1 5.8 1 ('J 0 

1 5，.._， 1 9頭 21.8 1 3.7 4 1.5 3.3 19.7 1口口

2 0 ...... 2 9頭 1 9.0 1 3.3 3ス8 3.5 26.4 100 

搾乳牛 1頭当 bの作業時聞は第 5表K示すように作業別でもまた総労働時間でも頭数の増加につれて短縮さ

れている。しかし各規模別の作業別の時間の総時間K対する割合を見ると第4表K示すように同じよう左比率

である。

総労働時聞は 5，.....， 6頭区では 34 7時聞から 15...... 1 9頭区まで約 10弼づっ短縮されている。

作業別労働時間も、飼料給与と搾乳処理と乳運搬は多頭化につれて少左ぐ左っている。しかし敷料更新とその

他作業はあま b短縮されてい左い。

さらに総時聞に対する作業別の時間の比率を見ると第 4表で明らか左ように、搾乳処理がいずれも約 40領

以上で最も多し飼料給与がこれにつぎ約22 %で、その他作業は 17婦から 26弼と逆に多頭化に伴って負

担が高〈左って;;，'"b、敷料煎舟作業も僅かではあるが 12%から 13弼と増加している。

この 2つの表から考えられることは、スタンチヨン方式り管理では、多頭化K伴って次第に 1頭当 bの作業

時聞は短縮されるが、これは 20頭〈らいまでであって、それ以上K左ると作業時聞は短縮されにぐいという

ことと、作業別の割合は多頭化しでも余b変化はしないということである。

しかし搾乳と飼料給与の二作業で封乍数約3分の2を凶て則、 ζれに清掃作業の敷草更新を加えると 8割であ

る。この作業は多頭化によ bたしかに短縮はされているが、もっとミノレカーを上手に使用し 、飼料の給与方

-3ー



法を改善し、清掃作業を楽にする工夫をする余地は十分K考えられるのであって作業効率を高めるよう左畜舎

の施設と配置を考えることが必要であるo そうで左ければ 20頭以上の搾乳牛を個別経営で飼育することは困

難!と左るであろう。

スタンチヨンにミ Jレカー用の真空配管をしで、パケット形のミルカーを使用すれば、搾乳作業は 1人でミ Jレ

ヵーを 2台(同時に 2頭の搾乳)操作することができるし、夏季聞は電牧を使用して輪換放牧をすることによ

って、管理労力はか左 b節減できるのである。

ミノレカ-(fCよる搾乳はミノレカー装着時聞は 4--7分間で、着脱や、牛乳の秤量、牛乳缶への移しかえ左どの

時間を加えると、一頭当lJ1回の搾乳時間は 7--1 0分であるので、 1回の搾乳を 1時間ですますとすると、

ミノレカー 1台当 bの搾乳頭数は 6.......8頭が適当と左る。常時搾乳牛は成牛の 85パーセントであるから、ミノレ

カー 1台使用の場合は、成牛 8頭が適当であ b、その場合の育成牛は約 4頭とすると成牛換算 1口頭ぐらいに

左る。

ミノレカー 2台使用の場合は、成牛では 16頭、育成牛 8頭をいれて成牛換算2 口頭〈らいに左る。

その場合の管理時聞を示じたのが第 5表である。

搾乳牛 8頭でミノレカー 1台使用の場合の、 1頭当 b年間労働時聞は 26 3時間であるから、育成牛 100時

間 4頭の管旦時間 400時間を加えてし 2.'4 0 5時間と左 b、 1人分の労力以内である。

ミノレカー 2台で 16頭の搾乳牛をま;-(場合には、 1人で 2台の操作をするので、搾乳時聞は非常に少左ぐ在

るが1 飼料給与の時間はあま b短縮されず、また他の作業もあるので、 1頭当 bの時間は 20 1時間であって‘

搾乳牛 16頭の管理に 3，22 6時間、育成牛 1頭の管理に 800時間とみると、 4，02 6時間と左 b、 1.6人

分の労力を必要とするのである。

搾乳牛 16頭を飼育すれば、平均乳量 4，50 0キ白とみて、乳代と子牛の生産を合せて 1頭当b粗収入

1 6万円、所得 6万円と左 b酪農収入 26 0万円、所得 i0 0万であるから、農産収入は期待し左〈てもよい

ので、飼料作物、牧草の栽培と収穫の労力があれほょいととに在る。

しかし、成牛換算 2口頭の飼養に必要左粗飼料を生産するためには、ヘクターノレ当 b収量を生草で平均 70 

屯とした場合でも、 7頭当lJo. 6ヘクタールの面積が必要であるから、 20頭では約 12ヘクターノレの飼料栽

培をし左ければ左ら左い。夏季は牧草地に放牧するとしても、乾牧草 40屯、サイレージ i2 0屯、根菜 50 

屯、敷わら 10屯を確保し左ければ左ら左いので、モーアレーキ左・どを使用しでも 5月から 10月までの 6カ

月間に約 2.(} 0 0時間の労力が必要なのであって、このよう左スタンチヨンによる管理方式では、稼働力

2.5人では搾乳牛↑ 6頭、育成牛 8頭の飼育は畜力農具では労力的に無理である。

しかし、 ζの程度の規模では、 7戸でトラクターや、トラク lター附属機のモーア、レーキ、テツダ一、へ←

コンデシヨナー左どの高い農機具を整備するととは過剰投資と左 D、せっかく多頭化陀よ b労万の節減はされ

ても、農機具費のためK所得は少左ぐ左るのであって、農作業の機械化によって労働生産効率を高めても、経

済的KはかえってマイナスK左るのは明瞭である。

管理労働の内で多ぐの時間を要しているのは、飼料の調製給与と、敷わら更新(糞処理)と、手入れ運動で

あってこの合計は搾乳、牛乳処理よ bも多い。ミノレカー使用の場合の両者を比較すると搾乳牛 1頭当 bで『は、

ミノレカ -1台で 8頭の場合、前者は 11 5時間で搾乳の 104時間よ bも11時間多〈、ミノレカー 2台で 16 

頭の場合は、 97時聞に対し 76時間で 21時間多ぐ要するのである。

この管理時間を少左ぐすることができれば、 1人当 bの飼養頭数を増加できるし、また飼料生産に十分の労

力を当てられるのである。

飼料調製給与労働は何に多く使われているかというと、調製は僅かであって、配合飼料を使用する農家が大
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部分であるので‘、濃厚飼料の配合は必要左〈、ピートパルプや家畜ビート、かぶ左どを給与する場合だけ、浸

漬とか、細切をするのに時間がかかるだけであって、大部分の作業は乳牛の飼槽までの飼料の運搬に要してい

るのである。

第 5表 搾乳牛 T頭当 b作業別労働時間(ミノレヵー使用電故による放牧)

頭数別
飼料調 放牧

手入運動
敷わら 搾乳及び

乳運搬 その他
パクツト

計
整給与 更新 乳処理 ミノレカー

8 68.0 

ζ~ 
23.0 24.0 "1 04.0 2 0.0 1 2.0 2630 1台

r 

1 6 61.0 1 8.0 1 8.0 76.0 1 0.0 1 0.0 201.0 2台

ルーズノ、ワズイング万式による、乾草サイレージ自由採食の場合 2台

2o I 2 8.7 I 4.2 I 2. 3 I " 7. 5 I 5スo I 3.1 I ス11109.91 2台|

従来の考え方では、飼料は牛のいるところに人が運搬して配給することによって、i 適正左給与ができ、無駄

のまい合理的左飼養法であるといわれていたのである。

しかし夏季放牧をしているときのF ことを考えてみると、粗飼料は乳牛が自分で必要左だけ採食してj:，"'l?、濃

厚飼料は搾乳のときに乳量に応じて搾乳と同時に給与していて別氏支障は左いのである。

粗飼料は元来制限して与えるものでは左〈、牛が必要とするだけ採食させても支障の左いものである。牛の

1日の採食量には限度があ b、乳量K応じ、または若牛では生長期によって、適量の濃厚飼料を与えることK

よって、粗飼料の採食量は牛自体が加減して適当の量をl食べるものである。

従って、乾草、サイ ν←ジ、根菜、青刈b飼料左どでも、適当左給与場があれば、わざわざ牛のいるととろま

で 1つ、 1つ別々に、重い、かさばって運びKぐいものを運搬する必要は左〈、放牧していると同じ状態で、

自由に採食させてよいはず左のである。

牛t工食欲によって、飼料のあるところに自分で歩いて行き、必要左だけ食べ、水を飲み、休みた〈左ればね

て走者をするのが、最も快的左生活であることに間違い左いのである。

粗飼料は自由探食させ、濃厚飼料は搾乳場で搾乳と同時に与えることによって、飼料の運搬をし左いことに

すれば、この労力は極ぐ僅か左ものに左るのである。

それには牛は繋が左いで、いつも自由にしてま?ぐことが必要左のである。牛は自由に運動場内を歩き、乾草

給与場やサイレーク、根菜の給与場や、水槽に行って飲食L、時間がくれば搾乳場K集まって、濃厚飼料を与

えられるを待っているo というようにすれば、放牧と同じととに左るので、運動のための作業はぜんぜん必要

が左〈在るのである。

敷わらの更新と糞の搬出作業{也、スタンチヨン牛舎では毎日確実にし左ければ左ら左い ζ とは、スタンチヨ

ンに繋いで搾乳をするからである。清潔左搾乳のためには、搾乳の度K糞の搬出をすることが必要であ b、

1日V'C2.......3回の作業が伴うのである。

搾乳を別の場所でする場合には、牛がねる場所で体が汚れぬよう左配慮をすれば、必ずしも毎日数回も糞の

搬出をし左くてもよいことに左る。牛が飼料'や水を飲食するために、自由に移動できる場合には、排糞、排尿

は方々でするので、ねる場所でする量は少左〈左る。

従って体の汚れも少左いことは、放牧時と舎飼期との牛体の汚れのちがうことで明瞭である。牛の休息して

ねる場所が適当の広さであ b、そζでの排糞を舎外K搬出すること左しに、 l 牛体を汚さ左いよう左方法で処理

することができれば、この作業は非常に少左〈てよいことに左るのである。
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乳牛を放牧するのと同じ菅理方法で、舎飼期または半舎飼の場合でも管理しようとするのが、ノレーズハウ長イ

ング方式左のであって、飼養管理労力をできるだけ少左ぐして、牛には快適左環境を与え、十分な飼料を採食

さぜて、清潔で良質の牛乳を十分K生産させようとする方法なのである。 ζのような省力管理によって生ずる

労力は、良質粗飼料の生産(優良放牧地、採草地、飼料作物の栽培、乾草、サイレージの調製収納)に当てて

なb労力と飼料に余裕があれば飼育頭数を増加するように考えるのである。

しかし、このよう左方式を採用する場合K考え左ければ左ら左いことは、畜舎や給飼施設や、搾乳場左どの

設備費がスタンテヨン方式よ bも、乳牛 1頭当 9 (または単位生産乳量当 9)にして安ぐ左ければ左ら左いと

いうことである。従って、スタンテヨン方式からノレーズハウズイング方式に変更する場合には、既存の施設を

できるだけ活用して転用または改造して、ノレーズハウズイング方式の条件を満足させるように考慮することが

必要である。

ルーズハウズイング方式

スタンチヨン方式は乳牛を繋ぎ、そこで飼料を与え、搾乳をし、糞尿をさぜ、それを排除するという、乳牛

を固定させてb き、人が移動する方法で、移動と運搬を少左〈するために、サイロ、乾草庫、根菜E室、濃厚飼

料置場、牛乳処理場、尿溜め、堆肥場左どを、乳牛舎を中心として密着させた設備配置を必要とし、畜舎は牛

が自由に動け左いので、冬期の寒さから保護するために、防寒構造であることが必要とされるので、建築費は

高ぐっぐのである。

また作業上の不合理性(昔、労力の面だけでなぐ、食堂と便所が同じところであってw しかも便所で搾乳をす

るということである。

ノレーズハウズイング方式の必要条件は、

1. 搾乳場と、休息牛舎と、乾草、サイレージ、根菜、青刈 b飼料、給水左どの給飼場を別にし、その聞の連 ι

絡用の通路と運動場を必ず設ける。

2. 搾乳牛と、それ以外の育成牛や乾澗牛は別にする。従って搾乳場以外の施設は別にする。しかし、ザイ口、:

乾草庫、運動場左どは同じであっても、給与場を区隔して砕けばよい。

3. 搾乳場は、搾乳牛の待機場(ホーノレデングエリア)、搾乳室、牛乳処理室に分ける。待機場は給飼場に隣

接して、 1頭当 9o. 5坪の広さとし、雨雪の当ら左いように屋根をかけるのが望ましいが、一部だけ搾乳室』

への入口K近いところだけ屋根をかけてもよい。

摺し室は防寒構造とし、 8~ 1 5頭につき 1台のミノレカーとし、搾乳牛りはいる枠はミノレカーの台数の 2

倍とする。作業通路は牛の立っと ζろよ bも2.2尺低〈し、牛は段を上って搾乳窒にはいる。搾乳室には濃

厚飼料置場を設け、搾乳枠には飼槽をつけ、搾乳作業中に与える。搾乳終了牛は休患舎またはこれに連絡す

る運餅易の方Kだすように出口をつける。搾乳室の面積は、ミノレカー 2台 4頭収容では 7坪、わレカ -4台、

8頭収容では 12坪ぐらいである。

搾乳室に隣接して牛乳処理室を設ける可処理室には牛乳冷却槽、洗糠設備、ミノレカ一、牛乳缶左どの置場、

ポンプなどの機械や乳房洗いその他の温水装置、冬期の保温設備左どを設ける。その面積は乳量によってき

、まるが日量 1.........2石では 4坪、 2-4石では 5坪、 4--7石では 6坪〈らいである。

4. 休息牛舎:放牧終了よ b、春までの聞は汚れた敷わらは搬出せず、糞はフオークで反転して、新しい切わ

らをまき、堆肥場のように積みかさねでいぐりで春先Kは、男 --4尺ぐらいの厚みに左 b冬期間は醗酵じて

舎内を温める。醗酵によって牛の寝るがらの表面の温度は 20度以上となるので建物は防寒の必要が左〈、
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また醗酵によ bアンモニアと水蒸気が発散するので、牛舎は閉めてはいけ左いo牛舎は西北東の三面は壁

とし、南または南東方のー側は開放する。窓も南方につけて日光をいれる。建物は南面して東西に長〈し、

奥行きは 4間以上にした方がよい。舎内は天井を張る必要が左〈梁高は敷わらの搬出や清掃に車両をいれる

ので 10尺〈らいとし、柱は左るべ〈左い方がよい。床は地盤よ 97--8寸高〈し、南側にやや傾斜をつけ

る。床はコンクリートにした方がよいが、排水のよい所では土間でもかまわ左い。

面積は、成牛 1頭当 b、1.5坪ぐらいでよ〈、敷わらを舎内に堆積する場合には 1.8坪くらいである。

南側の開放した舎外の運動場は小屋にそって 15尺以上の巾でペコンクリート舗装にする。この舗装は

給飼場、搾乳場への連絡通路K左る。

5. 給餅易:粗飼料。給与は、時間を制限せず、いつでも自由に採食できるよう左設備が、管理作業の点から

いうと望ましい。飼料の給与の面からは、各牛が必要左量を十分に採食できて、かつ飼料が無駄に左ら左い

よう在、設備が要求される。最もよい方法は、乾草舎、サイロから直接採食させるか、わずかの労力で飼料

を給飼場に移動して採食させることでるる。時間を制限せず、常時採食さぜる場合には、粗飼料の種類が多

ぐて、各飼料どとに給与場を設けると、牛群は分散して採食するので、給飼場の巾は少左〈てよいことに左

る。制限給与をする場合には全牛が一度に集まるので、飼槽または乾草架は、 1頭当 92. 5尺を必要とする

が、不断給与の場合には、乾草を食べているものもあ b、サイレージのところにいるのもあ b、根菜に食い

ついているもあ b、水を飲むもの、休息舎でねているものぷすう中のもの、運動場で遊んでいるものあbであ

って、次ぎ次ぎに火れかわ 9 V(給飼場に行〈ので、 1 頭当 b の巾は、 5~6 寸もあれば十分で-ある。ただし

それ民は全牛が満足するだけの飼料が与えられることが前提である。

乾草とサイレージの自由採食用の施設として、最も理想的左ものは乾草舎を兼ねた地上式水平サイロ

(パンカーサイロ)であって、サイロの壁の片側に乾草置場をもった給与場をつけたものである。雄武の実

験農場にはこの施設を採用したのである。

サイレージの詰めこみは、トラックまたはトラクタ一、トレーラーがサイロ内に運びこみ、トラクターで

踏み固め左がら 6--8尺の高さに積み、最後陀サイロの両端の口をビニーノレで内側を覆って板でふさぎ、上

部もピユーノレで完全に覆って空気を遮断する。サイレージの上はトラクターが踏んで歩くので、屋根までの

聞に空間があるが、これを乾草舎として利用する。サイレージの給与は、サイロの入b口K移動式の柵をな

いて、柵から首をいれてサイレージを食べさせる。

柵は 1日に 5寸以上移動させて次第陀サイロの内部陀食い進ませる。サイレージの上の乾草は、乾草給与場

に落して与える。乾草給与場陀は固定した給飼柵で乾草置場との区聞を切b、柵から首を入れて食べさせる。

別の方法では、サイロから 1日に全牛に与える量を取b出し、サイロに附設した飼槽にいれて与える方法

である。この場合陀は、乾草は別に乾草舎に収納し、草舎の周囲に給飼柵をつけて与える。サイレージの飼

槽は、根菜の給与飼槽と兼用することもできる。

この方式を採用したのが、羽幌町の酪農生産協同組合の畜舎である。このサイロで飼槽は 1頭当 91尺り

長さにしている。飼槽は前方陀は 15尺角のサイロ 5基を続結してま:?9、サイロから取b出すと直接飼槽陀

落すように設計したものである。

乾草舎は運動場の一端医もうけ周囲陀柵をつけて給与している。

水槽は舎外の運動場K乾草給与場との連絡路に設けている。水槽は凍結防止のため常時水を出し、槽外にあ

ふれぬように槽内に管をいれて流下させる。水槽は大きくする必要はな〈、 2尺角〈らいでよぐ、 30頭陀

1クの割で十分である O'
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給飼場、水飲場の周囲、搾乳牛の待機場やその連絡路はコンクリート舗装することが必要である。

運動場は、.連絡路や、休息舎の前面の舗装を含めて、成牛 1頭当.!?3坪が適当である。

6. 粗飼料と敷わら:粗飼料。採食量は、冬期間も自由に運動するので食欲がよ〈、自由採食をするので、ス

タンテヨン牛舎にとじこめて、制限給与をするよ bも採食量は幾分多い。しかし過食するということは左〈、

放牧で採食している場合と大体同じくらいの量をとっているのである。雄武の実験農場の実績から判定する

と、体重平均 5 5 0キロくらいの牛群では'> 1頭 1日当 D乾草 10キロ 1 サイレージ(水分 78%) 25キ

ロぐらいであって、放牧の場合の水分 7 8婦の生草K換算する e6 4.キロであって、-ちょうど適量探食して

いるのである。

第 5表 スタンチヨン方式搾乳牛 20頭収容焔設

施 設 物 規 模 単 価 金 額 備 考

畜 4コb 70坪 50，00 0 3，500，000 ブロック造、 2階乾草底、飼料室、乳処理室

塔形サイロ 120坪 6，000 720，000 塔形プロック造、 6 0 2基

堆 日巴 場 20坪 1 0，0 0 0 100，0.00 

尿 溜 7立坪 1 5，00 0 1 0 5.00 0 容量 2 0 0石

機械その他 一式 295.000 スタンチヨン配管ミノレカー 2台、4 揚水;f'"yフ電気工事一式

計 4，720，00 0 

第 6表 ノレーズハウズイング方式搾乳牛 20頭収容施設

施 設 物 規 模 単価 金 額 備 考

一
休 息 4コ~ 36VJZ 25，00 0 900，00 0 木造平屋床コンクリート

搾 乳 室 7j~JZ 40，00 0 280，000 プロック、平屋、濃厚飼料庫を含む

手L 処 理 二官主二 5坪 40，000 200，0 00 プロック司、平屋、冷却槽

パンカーサイロ 24坪 30，0 0 0 720，000 ブロック、上屋木造床コンクリート

乾草 給 与 舎 1 8t~F 1 5，0 0 0 2 40，00 0 木造、床コンクリート

待 機 場 1 0坪 1 5.00口 1 50，00 0 同 上

コンクリート舗装 8 Oj~JZ 3，000 240，000 

機械その他 一式 470，000 搾乳室施設一式、水道、電気工事一式

言十 3，2 00，0 00 

根菜を給与する場合には、根菜の給与量り 6分の 1の量だけ、乾草を少左〈すればよいので、根菜を 1日

1 5 キロ与えるとすると、乾草は 2.5 キロ少左~ス 5 キロと、サイレージ 2 5キロぐらいを見込めばよいの

である。この量は屯従来のスタンテヨンの場合よ bも、乾草り量にして約 1キロぐらいとみら札るが、これ

は運動を十分にしているのと、体温の保温のためであると J思われる。

敷わらは、牛体の汚れを少左〈するには多〈必要であ D、少左くするには、休息舎の汚れたわらの処理の

回数を多〈ナる必要がある。 1日 1回り処理の場合は 1日 1頭当 b約 3キロ以上を必要とする。

冬期飼料の給与日数を 2 2 0日とすると、 1頭当b、乾草 10キロでは 2.3 トン、サイレージは 5.5 トン

が必要であ b、敷わらは O.7トンを見込むことに左るので、スタンテヨンよ bもわずかであるが多くする必

要がある。
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スタンデヨン方式では必要量を与え左凶場合でも、繋がれているので食べ左¥.;)でがまんさせられるが、ノレ

ーズハウズイングでは不足であると、弱い牛は食いまけをするので、粗飼料は必要量よ bも余裕をもってい

ることが必要である。

ス 管理労力と施設費:管理労万はスタンチヨン方式よ Dも非常に少なぐてすむととは明瞭である。

搾乳牛 2口頭では前に第 5表で示したように約半分の 10 1時間であ D、多頭化すればするほど 1頭当b

の管理時間は減少する。

1人の管理頭数は、 30........ 4 0頭が適当であ D、2人であれば 8口頭の搾乳牛の管理が可能である。

施設では、建物に金のかかるのは搾乳場だけであって、 ζれは防寒構造とすることと、やや複雑左設備を

必要とするので、坪当J:J4万円の建築費と、ミノレカ一、乳処理の機械設備を整備し左ければ左ら左い。しか

しミノレカーや乳処理はスタンチヨンでも必要であ D、建築費も同じぐらいの単価がかかるのである。

他の建物は、全部平屋の簡単左構造でよ〈、休息舎、パンカーサイロ、乾草給与場左どは坪当J:J2.5万円

程度でよいのである。

スダ1ンチヨン式防寒牛舎で、乾草を屋根裏Kつけ、塔形サイロ、牛乳処理室、飼料室、尿溜め堆肥場をも

っ 20頭の搾乳牛舎の場合り建築費は、約 47 2万円に対し、ノレーズハウズイングでは 32 0万円であって、

建築費では約 5分の 2である。

(2) 畜舎建築と建築基準法における問題点について

北海道立中央農業試験場

土田鶴 吉。桜井 允
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( 3 ) 農業建築と電気法規

北海道犬学農学部 池内義則

緒日

農業建築K対する特別左基準法が左いと問機(I[~電気法規も特別K農業建築にのみ適用される法規は現在の所

見あたら左い。従って、ここでは電気事業関係法規の概要を述べ、適正左電力使用の設計基準を挙げて参考に

供Lたい。

(1) 電気事業関係法規概要

我が固に砕ける電気事業についての基本的法律としては、電気事業え(明治 44年制定)があったが、 1950 

年、ポツダム政令として公益事業令が施行された。しかし、これは 19 5 2年 10月に失効し(国会解散りた

め正式左法律としての手続きがとれ左かった)、 一時、法の空白状態をていした。このため「電気及びガス陀

関する臨瑚昔置に関する法律」が 19 5.2年 12月に制定施行され、上記 2つの法令が生かされた。

その後、この 2つの法令に検討が加えられ、更に電気事業に関する諸法令が定められて、 1964年、新法が

国会を通過 19 6 5年 7月 1日よ b施行さ札るに至った。

公益事業令は主として電気供給事業K関する法律で需用側陀は縁遠いと考えられるが、電気工作物規定及び

電気用品取締法は、施設の保安上、重要左法規である。電気工作物規定は、発電、送電、配電、電気使用場所

等の設備について電線路や工事に関する詳細左事項を規定したもので電気関係の施設はすべてこの規定に従わ

左ければなら左いととに左っている。電気用品取締法は、一般に使用される電線その他の材料、配線器具、電

気機械器具の品質を向上し、且つ安全を確保するためK定められた規定で、電線類、ヒューズ、スイッチ、電

熱器、小型モータ一、小型トランス等は、すべて国家の型式承認を受け左ければ左ら左レ=。
ノ

市販されて凶るこれらの電気機器~Wのマークがヲいているのはこの法律によるもので、電気機器の使用問

つてはこのマークのついたものを選ぶべきである。

法律では左いが、品物の品質を改良し、生産能刀D増進、合理化をはかb、取引きを単純公正化し、使用また

は消費の合理化をはかるために工業の標準化が普及し、電気関係でもいぐっかの標準規格がある。 J.E. C. 

の如き国際規格から社内規格に至るまで挙げられるが、日本工業規格(:r工 S)及び電気規格調査会標準規格

(:r E 0)が重要且つ有名である。

向、北海道雷問主誌liO審議員j弱有増加にかんがみて、昭和 39年 1月よ D適正配線基準を定めて全道的K実

施している。この基準では特に農家建築としては明示されてい左いが、農家の住宅については一般住宅と同じ

〈考えて本基準K従うべきものと考えられる。

(2) 建物の適正配 線基準

第 1表は分|技回路数(安全器の数)を決めるために、単位床面積当 bのVA (ポノレトアンペア)数を示した

もので、これに床面積を乗じて、建物に応じたVAを算出し、分岐回路の容量 (1.5KVA)から分岐回路の数
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を決定するのである。通常、延面積 66ば以下の建物では、分l技回数2個、 9917I以上では 3イ固が標準V亡左つ

ているが、理想的には夫々 4個及び 5個が奨められている。 c第 2表参照)

第 1表建物の床面積当 Dの標準VA数

建 物 。〉 種 類 床面積 1m
B

当bの標準ポノレトアンペア数

工場 公会堂 寺院 教会 劇場
1 0. (3 3) 

映画館 ダンスホーノレ

住宅(商庖理髪庖美容完左どの住宅部分

を含む)アパート 寮下宿 屋旅館
2 0. (6 6) 

ホテノレ クラブ病院学校事務所銀行

料理喫茶庖飲食庖公衆浴場

商庖 理髪庄 美容院 3 0. (9 9) 

上記建物のうち次の部分は別に計算する。ただし、

住 宅、アノミートの各世帯専用部分はこの別計算を行左わ左い。

廊下 階段 手 洗 所 倉 庫
5 (1 6) 

貯蔵室

講堂 観客席 1 0. ( 3 3) 

第 2表分岐回路数の標準

6 67lI ( 2 0.坪)迄 99m
B 

(3D坪)迄 132m
B 

(4凶宰)迄 16517I (5 O.J;i]Z)迄

一
最低基準の場合 2回路 2回路 3回路 5回 路

普 通の場合 2 11 5 11 4 11 5 11 

電化度の高い場合( 4 11 6 If 8 11 1 0. " 

第1函"166m
B

住宅の電気設備と分岐回路の一例を示したものである。これは普通の場合で、理想的に電化さ

れた配線設備の一例を第 2図K示し九又、電気器具を手軽に安全K使用するためコンセントを設けるととが

大切であるが1 第 5表にその一例を示しt-c.o

かように自f掠設備は以前の電灯とラジオ時代から大き〈変b、それだけ設備費も高〈左 b、以前は建築費の

1 -2弼程度の設備費に対し、現在は、建築費の 7-8%から 10. %ぐらいがのぞましいとされている。

(3) 農家建物の配線基準

農家の住宅については上述の配線基準に従えばよいが、牛舎、鶏舎、豚舎等の農家独特の建物については別
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第 5表 標 準コンセント数

居 l仰の部屋客間子供 iEA 1 洗 JJ3~ ~ 洗 廊 玄 屋
間 室.応接室.寝室左ど

フ た. 
面 衣

食 5 4.5 6 8 1 0 こ/ ぐ
よρι[ 畳 畳 畳 畳 畳 所 所 室 ダ 場 下 関 外

普通の場合 5 2 5 5 3 。日

電化度の
4 2 5 高し今場合 4 5 5 2 1 ，~， 1 

陀考慮、し左ければならない。分岐回路の数や配線り太さを決める方法は、一般住宅と同じ様にして、先づ所要

電力を知る必要がある o 第 4表は、米国農家の所要電力基準を示したもので、との表と分岐回路の容量から

分岐回路数を決定する ζとが出来る。しかし、これは飽ぐまでも最低基準であ D、機械化並びに電化の進んだ

米国ではここ陀挙げた電気設備以外陀多種類の電気設備が使われているので、所要電力も訟のずから変って〈

る。又、園芸、林業、農畜産加工業左どにつhては、それぞれ特別左設備があるので、それらに応じた設計を

し左ければ左ら左い。

第 5図は、のぞましい牛舎の配線基準を示し、第 4図は同じ〈採卵鶏舎の基準を示したものであるo又、第

5図は米国で堆奨されている農家の引込回路を示すo 第 3........5図は何れも米国陀砕ける電化の進んだ農家の一

例であって、実際陀はこれよ b低い基準の設備が多いようであるo コーネノレ大学の D.C.Luding七011は、

牛舎並びに鶏舎の電力負荷状況を調べ、 NationaユEユec七ricaユ Code (NE C) (米国の電気法

規)の配線容量基準が可左 b現状を上廻っていることを指摘し、法規の緩和を要望R しているが、我が固に骨い

ても、この種の調査を実施し、農家使用電力の実情陀則した設計基準とそれに伴左う法規の決定が望ましω と

考えられる。
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第 4表 農家建物の配線基準

建 物 電気 設備
最低所要電力

(ワット) 設計基準値

全体照明、作業灯 3 0 W / m" + 3， 3 0 0 W a七七

機械修理場
ベンチグラインダ一、ドリノレ、 (熔接機左し)

4，6 0 0 

，コンプレツサ一、修理灯、鋸、 3 0 W /m"+ 7， 0 0 0 Wa七七

熔接機、ハンダゴテ、充電器 心熔接機っき)

育雛器、照明
鶏舎

サービス灯(換気ファン、自 1， 1 5 0 14 W /1 羽~3W/1羽
〈育 雛)

鶏

動給飼、温水器

人工照明、雛飼場灯、貯卵室

舎 |灯、卵冷却機、検卵機、換気 5W/1羽 +1，32 0 W /h  P 
2.3 0 0 

(採 卵)ファン、自動給飼、デビーカ |の自動給飼

一、温水器、洗卵器、選卵機

真空ポンプ、照明、ファン、 最初の 2 0頭に対して

牛
コンセント、温水機、除角機、

2 0 0 W / C ow 

クリツパー

三4 5 0 I 2口頭を超えたら

60W/cOW十 1，320w/hPの集

糞機(パーンクリーナー)

舎
パーンクリーナ一、

搾 乳 室|真空ポンフ。(パイプライン)
2，3 0 0 900W/s七aユ工

(パーラー) I照明可ファン、コンセント、

照明、ミ Jレククーラ一、温水 初めの 2口頭に対して

4，6 0 0 I 2 5 0 Wんowそれ以上は集 乳 室|器、赤外線電灯、ファン、

ホイスト 1 0 0 W / c ow 

照明、コンセント、ハンマー

ミノレ、ミキサ一、一コンベア 30W/m"C外周面積)→・1.320
車内 屋 3， 4 5 0 

(牧草乾燥機ファン)ヒート W/hPの各モーター

ランプ、勇毛機

養 豚 |ヒートランプ、サービスランプ 2.300Isoow/1部屋

住 宅 |照明、電気器具
4，00 0 Cレシジ左υ

~2. 00 0ヤンク却)
1 4 0 W /m" C外周面積)
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第 5 図 のぞまし h 牛舎の配線基準。‘
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第 5図 農家陀適した引込配線基準
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ろ 第 2回研究会講演要旨

(昭和 4 1年 5月 10日 於北大農学部)

下記は厳寒期rr(J';"ける養鶏事情を知る目的で、主に産卵用鶏々舎の構造並びに施設に重点を正予き、次表にあ

る 15養鶏農家の実態調査を行い、その結果を集約し、討議を行ったものである。

( i ) 調査結果の概要
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( 1 ) 

度(00 4 1. 1. 1 1 ~ 2. 1 0 ) 飼育成績|
(4 1.1.1 1 ~2. 1 0 

労働時間

査 家 舎 内 舎 外 産 淘 飼|日常管理 臨時管珪

農
料 @ ③ 

家
所 取Eヨ 高 最 {正 取E3 高 最 イ丘 飼料給与 防疫、駄

Jlm 汰 要
l 給水集、採卵 鶏鶏群淘汰移童話

番 在
平 均

求 糞、

平 均 平 均 平 均
率 率

選卵及荷 修理及整

号 地
率 造、記録 頓、、採糞

(範囲) (範囲) (範 四) (範 囲) (効 (効 (~ 清掃

ト一一←一一一一一一トー一一一一ー

1 奈井 4.6 1.8 0.4 - 9.9 

江町 (1 2--- 0) ( 1-ー乃 (る~一刀 ( -7--1 5) 
689 スロ 2.9 乙327 五99

2 東川 1 2.2' 3.9 -5.3 -14.7 

町 (2 O~ 7) ( 6~ (-1~・ -1 1) ( -6-27) 
65.1 27 36 1，980 468 

『

5 11 一 一 一 一 752 64 3j 1，002 2 

4 愛別 5.9 2.7 1.3 -12.2 

Bリ( 9- 2i ( 5----2) ( 2---ー5) ( -4~20) 51.6 38 5β 9 1 3 1 82 

5 If 
4.9 0.8 -4.71 -11. 0 

( 7- 2) (' :6----3) ←2--- -8) (一7---20)
57.0 38 5β 2.930 300 

6 マリ zら 3.5 ス日 -12.6 

(1 5--- 3) ( 6~ (1 6---ー2) ( -2---ー21) 
68.9 72 29 5.954 689 

トーー一一ー

7 If 
1 2.5 8.3 -11.5 

(20--- 6) (1 7...... -1) 一 ( -3--ー21) 
77.る 4.9 2.9 1，314 1 1 2 

8 
厚真 11.2 1.7 0.7 -15.4 

町 ( 1 5...... 7) ( 7----2) (1 2......ー乃 ( -5---28) 
7守る 42 2.<ら 1，518 64 

9 厚部沢町
ス5 -0.9 0.9 - 9.8 

(12--一1) ( 9......ーの ( 7，._ー11) 1~23) 
66B 52 29 492 46 

1 0 島北町広
8.4 0.5 7.ら -11.4 ぅlき

(12-- 4) ( 4'"ー乃 (1 8----1) ( -1--ー22)
285 1.6 7.4 3，060 一

1 1 
遠軽 1 4.8 3.9 1.3 -16.9 

町 (22"_' 8) (11-ー2) ( 9----4) (-1 0 _，.ー2乃
782 39 26 1，656 306 

12 
端野 20.4 -4.6 -1.5 -1 2.1 

町 (26"_' 6) ( 1--ーヲ) ( 8-. 12) 2-ー25)
65.1 11.9 Q2 695 27 

1 3 
本別 1 0.1 -10.6 -3.3 -19.1 

町 (1 6- 2) (-:5~1φ ( 3----9) (ートー25)
62.9 。32 552 84 

1 4 
芽室 1 0.3 -3.3 -3.3 -1 4.0 
町 (1 8 -- 2) ( 2----9) ( 4---8) ( -6---ー22)

422 32 43 438 30 

1 5 If 
8.9 1.7 -2.2 -.1 4.5 

(18，，_， 4) ( 5---1) ( 5-ー8) ( -6~ー22) 701 69 2.7 1，440 30 
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(年開通算時間) 建 築 関 係
<-ーー一一一一一ーー

% 年平均 1羽 rぞ円とEコ， 建 建 建 坪 両十 1月 内 一 耳長ヨ支

当 所 時 築 築 坪 当b 用 却費
音E 羽 大

計
1日当

要時 稼 年 数 施 当 収
費 建 年 r、 三Eハ又A 所 容

飼養羽 問 イ動 〆ー、
〆7ーn、f 築費 数 千 費 要

羽数。 。人 日召 r、 円

千
経

(④+ 数③ 一 貝
芳日 千 〆ー、

円 年
/ 費

⑤) 。ω 
年 円 坪 年 円 (円) (羽)

2.726 2，000 1.3 6 2 5ス3839 490.0 
458B 

3，500 5 9 8.0 418.0 454 成雛鶏 2.000 
C 1 39. 0) 1，000 

2.458 2，370 1.0 3 2 37.38 
2740 

3，500 1 0 29.0 415.0 300 2.000 290.0 Ic 8-3.0) 

1，004 1 47 6.89 2 35 130.0 
442 

1 0，0 0 0 20 64.5 1340 1，320 20 0 
C 1 3.の

1，095 590 1.86 36 240.0 1， _ ~ 9~ 8，000 1 5 1 6.4 250.0 る30 765 0.0 ic 3 O_'O) 

3，230 1，60 0 2.0 1 2 36 772ρ 
384.5 

6，600 '15 5 1.5 600.0 762 1，800 
(1 1 6.5) 

6，643 5.000 1.3.3 2 38 840.0 
924.0 

3，000 8 I 10 5.0 572.0 202 7， 0 00 
(280.の

1，426 1，005 1.43 2 38 70q口
12ス1

1 8，20 0 50 1 4.0 2000 700 1，000 
( 38.5) 

1，582 1，233 1.2 8 38.40 3S10.0 
831.6 

1 5.1 00 30 1 1 4.0 1戸20.0 1，000 与600
(252.の

552 768 0.7 2 2 37 610.0 
1422 

1 4，0 00 25 24.4 139.0 ヲ75 768 
( 43.1) 

3，060 9，024 0.34 40 9)]00.0 
1320.0 

25，000 20 450.0 3，500.0 1，450 9，000 
(400.0) 

1，962 530 3.7 0 5 5ヲ 375.0 
アヲヱ

1 6，0 00 1 5 25.0 116.D 890 550 
( 24.0) 

722 492 1.47 37 140.0 
722 

与800 1 0 1 4.0 70.0 424 500 
C 2 4.0) 

636 1 77 3.59 37 2330 
82.5 

9，300 8 29.0 70.0 865 350 
( 2 5.の

468 1 56 3.00 2 30 200.0 
59.7 

7， 1 1 7 20 1 0.0 一 4 67 190 
( 1 8.1) 

1，470 940 1.56 32 315.よl
219.5 

4，736 1 0 3 1.5 :200.0 495 1，040 
( 66.5) 
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( 2) 

調農 l一一 屋 構 造 及 施
家 根 窓、

、1 r 抹K対する l

査号材 料断熱材 型|平井雨漏材 料割 合明るさ
(0;A3 

ノレーフイン ど一一ノレ全面

1 グ 茸無 1 両屋根無 有一 重ービニール 明

2 トタン 無両屋根及 ビニーノレ 8 W / 3・3 1TI 

野地板張 セミモニター無 無一 重 一
北側壁寄

トタン 40--60 
， 3野地板張 λ{フインクゃ両屋ー根板張 無 ガラス 2 3.0 ノレツクス

二階建 中央 120
ノレツクス

4 トタン 無 セミモニター一 一 ガラス 3 8.0 

天井換気口 Kヱ

スロン張

中 央 5 0 0 

ノレツクス

中央

5 ト 夕、 ン 無両屋根無 ービニー Jレ 8 0 ........ 9 0 

ノレツクス
一一一ー

換気口の下

金網 床上 6 0 

6 ト タ ンス テロポイレ両屋根 無 多少有 ピニーノレ 5 0.0 ノレツクス

二重 床上 1抗

4 0ノレツクス

! トタン

71)レーフイング 無両屋根無 無 ガラス 2 8・6 ー

5分板張 一重

ナマコトタン 床面 3 口口
一部ビニーノレ ク

8 ノレーフイン グ 無 ノレツ A

5 分板張 両屋根無 ー 2 1. 0 床上 1悦 340

露滴防虫網 ノレツクス

1I タイナン
1I 9 ト タ ンボードモニター 無 多少有ビニーノレ 8 3.8 明

ζ ード両屋十根 ノレーマイト

1 0 ト タンポード用対第建主計良 1無 ー サラシ ー
ビニー Jレ

ダンポ ピニーノレ
I 1 1 ト タ ン 無セミモニターーノレ張 一 二 重 7 4.0 ー

1 2 トタ むし ろ 及 ビニーノレ
ピ二一 Jレ両屋根無一 明

二重

ナマコダンポーノレ ポリ板材

1 3 ト タン 及ピ二一ノレ両屋根有 無一 重 非常に明

コンビネー
1 4 トタン 無 シヨン 無 ー ガ ラ ス 2 2.5 明

トタン ビニーノレ
1 5 1)レーフイング 無 モニター 無 僅有 7 1. 4 明

茸野地仮張 二重
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三口又凡』 関 係 ( 1 ) 

壁 床

亘正当各ヨ かびの
きま風!材料 断熱材 経露、すきま風

発生
材 料 土 iE入1 乾湿 状 態 土 質

ピニ→吸
無 土 間 素 良、 暗渠 有 壊 土一 金 網 無 堀

一 一 軒わら先をK53紙めy及 セミモニター 殖壊土一 音[狩コンクリ 素 堀 や や 良
きま風防止 一 排水良

ート他土問

北 壁 や や 1星
無 フ.ロック

無 無 一 一 競フらを3~4 日
やや結露

毎入替

布コンク

一 ピニー叫友 一 一 一 一 やや不良 壊 土
リート a 

無 一 一 土 問 良 砂 土
一 ピニーヅレ

z 戸、「 高岡 湿

大 ビューjレ 無 多 一 土 間 一
一 重 明 渠一

窓f1.2m側面 K ブロック
一 一 コンクリート 一フbツク造 スチロポージレ 5 段積

l内
火 P 山テックス 火山灰 布 灰

一 3分板張 外 無 コンク 良 手動スクレ
無

フェルト たたき リート ーパー 4台
ナマコ板 i

昌長田各 ピニーノレ 布コンク

か有 一 重
無 多 少 有 無 コンクリート

リート
精壌土

一 コンクリー'ト 布コンク
良 火 山 灰一 ビニーノレ 無 リート

僅か結露 無 コンクリート 布コンク
良 殖 土ビニーノレ 無 リート

ビニーJレ 一 無 無 土 間
素 堀 や 良

沖積土

か有 一 重
や

排 水 良

期で被無ピ覆ニー
ポリ有財友

有
金網 一 無 黄色ケピ

土 間 一 良 火山灰

小 巾板 板
予|手 布コンク

無 モノレタノレ
ベニヤ 無 無 張

リート
良 壊 土

ビニーノレ タ 方
きま風華宵 無 無 土 問 素 堀 や や 湿 砂際土

五ハ、「 品目 麻カーテン
L一一一 」一一一
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(ろ)

調農
構 ユ、正旦と 及 施

家 ケ 一 シ 換

番
空屋率 飼育密度

査号 種類 自己 列 換気法 吸気口 排気口
(労) (三月/3.3m")

1 群5 羽飼
段

自然換気
2 '1 cm平方 屋 オ艮

複 '列 5.0 2 5.0 ケ らケ

2 単飼 雛段式 4.5 2 4.0 書 一 一
3 段

5 単飼 雛段式 6.2 2 2.8 " 換 気 筒 2 ケ

3 段

垂直式

4 単 飼 3 段 2 5.0 1 9. 0 " 一
複 ヂリ

垂直式 屋根中央換気口
5 単 飼 2~3 段、 2 2.口 1 5.5 11 

複 列
2口cm平方 1 8ケ

5 3J5J 段 屋 キ艮 換 気 口
6 
群飼 複 ヂリ

3. 0 1 7.8 " 1 8 Ox 1 0 5 cm 1 0ケ
，'> 

一 雛 段式
7 単 飼 5 段 3.0 2 7. 0 " 一 4 ケ

単及複列

雛段式 屋根 1棟 当 棟 当

8 単 飼 5 段 1 2. 0 2 5.0 強制換気 2 0 cm平方 3 0 cm平方

複 71J 8 ケ 4 ケ

雛段式 フ ~ -て苫

ヲ単飼 5 段 6.0 17.8 自 然 換 気 一 回 転 式

複 ヂリ 1 2ケ

雛段式

1 0 単飼 5 段 一 2 3.0 目 一 一
単2守友列
雛段式

1 1 単飼 5 段 9. 0 2 0.0 " 天 井 1 2ク

複 ヂリ

雛段式 耳Eヨ支 下 音E
1 2 単飼 5 段 1 2. 0 1 8.0 強 制 換 気 最 上 音E

単 ヂリ
4 ケ

5 羽
(雛段式)

1 3 
群飼

2 段 5 0.0 1 6.0 自然換気 屋 ヰ艮 屋 ネ史

単列
咽'.・ 冒昨色、・

1 4 平 飼 一 一 1 o. 1 !I 一 一

雛段式
自然換気 屋 ホ良

15 平飼 2 段 1 9. 2 1 2. 6 一 9 0 x 4 5 cm 

複 ヂリ
強制換気

5 ケ
』ー
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設 関 係 ( 2 ) 

ヌ企=コ¥ 日討 属 施 ヨ員ハ又」

給 水
換 気効果 電 燈 換気扇 そ の イ也

水 量 凍 結 汚 染

40W 
無 3ニ~ 1冬 1~2 度一 一 1、

50燈

60~20ViVÕ.3 
1 2 月 ~2 月

一 11 一 一
TlL 

1 ，.._， 2度

アンモニヤ臭 60W 1燈
湧 水 多fI 無 一

湿気僅有 20W 2 燈

色

一 一 fI 多 一 一

一
10W鈴I鐙

fI 一 一
2 0燈

アンモーヤ臭 2時も官VC40
時 間 流 水 出入口近くで

湿 気 W2列と左b fI 一
4~5 回/日 凍 結 有

f 

塵 壊 1 燈

一 40 W 10燈 F 一 一 一

」

アンモニヤ臭 F 直ナ径Vシ45ョOAナFル

湿気僅有
30W 23燈 3 0糎A 多 無 普 通

OW  
内V

アンモニヤ臭 40W 5 燈 - 300以下で

気 20W 5 燈 無 1 5.5 .e /分
凍 結 一

湿

60W 
細谷式自動給餌、

一 fI 一 一 一
給水、排糞機

湿気僅有 20W 6燈 F 多 今冬 1度有 無

60W 6燈
目立 U8255

多・
凍結防止のため

{韮 有一
4 ケ 4時以降止水

アンモニヤ臭 厳 寒 時

湿 気 60W 2燈 無 水道使用中止

塵 挨 扱ご 水

アンモニヤ臭
60W 1燈 " 人事てよb給水 無 立国立 通

塵 挨

や や 湿 ナシヨヅソレ 30cm 電気ポンプ

挨
1 0 OW2 1燈

1，080.e /時
fI 普 通

塵 ケ
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( ii ) 調査農家の鶏舎構造図面
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農家番号l

____.VP-1すヲLーフイ〉ゲ‘

--7-ーミ;:

r、，、
J 、

J 
J 、-，、

I 、、 I 、
¥ /、，、， I 、、_，

斗ーへ rー『f

リ
ヱ
チ
レ
シ

、-
.、.

:? 
土管暗渠

。
家番号 4

右主ヲ

Aミ

ネ主------~-.----- 6又

ヌノコ〉ヲリ一一|叉巾5寸
本舎コニケリ_.C--0.3又

基 V后ーーーーし4又

F

ひっι

夫井ナ三/



農~番号 5

農家巷号 6

3J~ 文太E まT j6
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一ワ
t一号-替ゆか震

~')， 

1
1
門
u

J

r

・
-
ヮ

.

.

 
ー

圃

・

園

、

J

l
'
白
川
i

・!一一…一角

口
口

γ一

「
同
I
F
J
3

1

・
白
川
l

ト一一

i
口ー判川

床断面
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農議巷号 8

屋根及天井断面

川

7

軒の高さ 2.1 m 

慶尚吾

十マコ鍬被

G 7業断面
I05x/O[j" ./ 

y~ノカーポJしト l又恨.m.，

'-28ー



束事ミ番号?

水槽

ト←一 J.，300 
一之 /00ーぺ

Z、100

摘 要

1. 壁は O.1mmのビニールを 2重張 bとしている。

2. ビニールは 4月中匂よ b外気温の上昇に伴コて床よkJ5 0仰向隔でーはづし上げ 6月上匂

頃迄には軒下迄完全に聞けるょっK している。

3. 換気操作は冬期間西ょ bの季節風が強い地帯であるため南側の廻転ランマを多く活用し温

暖在日を借て北側の廻転ランマを活用するよフにつとめている。

東京番号'10

排骨葉遣

8両
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業家番号 11 

登断面

来過労面

尺

壁内面同じ
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;農家番号

!:;・

ι 

κ 

A: 主主伺ケージ

B: 入え与L

ι: 換気孔

lえ= 土 問
L~ ヒ‘二一)し (0、/7Yしゅ)

門: ヒTユ-)~ (0ρ5mm) 

!と 3寸丸太(1 向ド 1本、中柱l二 "2.'{~使用
2， 3x 12ι恥><36SC;ルネミ

ぅ;コマイ
4: 厚手のコマイ(f ) 

5: タ}し本
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東京為号 13
¥ 

d.ox 0.5事T

i8.::-，旨止b己L切-→仇}

1切J月ポR'才り恢板張動駒J砂) ! d.s-I(lI'1'1よJ

"1'0.4-板張J)

J./ ~($ア ~、 I

//尺 (3作 1， 30)



定患番号 14

面面図

務実鳥令

耳ゑ 令

屋根断面

壁断面 j京世「司

タト

30~ I 30叫
ザurv ハ 1)
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葉忠番号 15

3、!)K

彦根崎面

タト
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(1) 道夫地区のビニール鶏舎の実態

北大農学部堂腰 純

道立滝川畜試渡辺 寛

lj:しカ5 き

厳寒期の鶏舎内の環境がどの様左状況にあるかゾその実態を把握するため十亡、さきに調査を依頼した下記養

鶏場についての視察を行った。その際各養鶏場の環境~，j査を実施した。

調査対象養鶏場

所在地 調査農家番号 日 時

奈井江 町 昭和 41年 2月 5日 14:10---14:35 

東 川町 2 " " 4日 14.10---15:10 

東 川町 5 
" " 4日 16:00--16:45 

愛 別 町 4 11 " 5日 1 0 : 3日--1 1 : 1 5 

愛 別町 5 " 11 5日 12:30---13:00 

-1時押外白気温湿
アスマン通風乾湿計

測定器風速 アネモマスター熱線風速言十
ι -， 

照 度 東芝照度計

炭酸ガス濃度 北川式全よび理研式炭酸ガス言十

ビニーノレ鶏舎は建設費の低廉左ととが魅力的であ b、近年その普及に著しいものがある。われわれの調査を

実施した地方VC:;f，-"いても、大半はビニーノレ鶏舎であると云われるo 夏期はビニーノレを取b除くことによって1

外気と全く同じ環境VC:j;-，.いて飼育するととが出来、秋の寒さのbとづれに従って除々にビニーノレで覆う方法が

とられ、冬期間は積雪の中K埋もれてしまう。多量の水分の消費と発散の行われる鶏舎K玉、いて1 ビニーノレ鶏

舎内の湿気Kよって飼育がそこ左われまいだろうか。近年の多数羽飼育が普及しつつある現在、との様左状況

で拡大化された場合、果たして安全左養鶏業を営むととが出来るであろうか。関係者の大き左関心を寄せざる

を得左い様左危険性を感じさせるものがあった。特K冬期間は半年以上の期間Kわたって劣悪左環境下Kなか

れているわけであるから障害が非常K多いであろうと予測された。しかしと込数年継続的K養鶏をビニーノレ鶏

舎で実施している割Kは、その障害が目立ってい左い様K感ぜられたのは意外であった。このととはしかし左

がらビニーノレ鶏舎がよいと云うととを意味しているので左しわれわれの予測とずれがあるととで鶏舎の環境

は決してほめられたものでは左いことは云うまでも左い。勿論環境の悪さからくる病気の為K廃業したビニー

ノレ鶏舎が多数あるととも事実である。

まず寒冷地忙なける養鶏に幸いしていることは寒さがはげしいためK、冬期間は爆発的伝染病の発生が抑制〆

されている ζ，とであるo とれは伝染病の素因が皆無を意味するもので左し伝染病発生の素因は充分ととのっ

ていると見てよし現在の規模程度ではたいして問題と左ら左いであろうが、急速K飼育羽数が増加しつつあ

る将来多分K危険性があると考えられる。
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現在は殆んどがクージ養鶏であb、土問とクージが適当左間隔をむいていることは鶏相互の接触も少〈、鶏

糞との接触も少〈左る為、伝染病の伝播が抑制されるが、多数羽飼育K向って群飼や平飼K現在のビニーノレ養

鶏法が適用されることは極めて危険と云わ左ければまら左い。

鶏舎の換気および水分の移動

鶏舎の環境改善にとって換気は極めて重要左要素であ b、経営者はその必要性を漠然主認識しているにも

拘らず、換気をすると舎内温度が低下するため、それをむそれで、殆んど換気が行われてい左いのが実情であ

ったo 密閉された鶏舎内に多数の生物が呼吸をしてい左がら換気をし左いととは環境空気の劣化Kつ左がD、

湿度の増加、炭酸ガス、アンモニヤガス増加をもたらすととが考えられ、'結果的には伝染病の伝播を容易にす

るものであるが、厳寒期の舎内空気がどの様左うどきをするか考えてみる必要があろう。

鶏は成鶏 50 0 kgについて毎時 3，0 0 0 KCasの放熱と1.6 .eの水分の放出が行われると云われる。と (VCこ

れだけの水分が舎外K換気放出されるとと左く密閉される場合には、舎内K著しい水分が空気中K蓄積され、

飽和K達すれば、それ以上の水分は水滴として舎内天井、又は壁に結露の状態としてあらわれるO 或る時刻の

空気中の湿度はこの時の温度になける最大飽和蒸気圧に対ナる蒸気圧をもってあらわされ、単位容積の空気中

K含まれる水蒸気量をもって絶対湿度と呼ばれるが¥温度が低下するにつれて露点温度VC;J;-'ける絶文オ湿度は次

第十て小さく左る O

相支す湿度 100婦で 20 Ocとー 20 Ocの絶対湿度を比較すると、それぞれ 1，4 7 5 x 1 0 -2 kg /勾f 、

7， 7 4 4 x 1 0 - 4 kg / kg' と表わされ、-2 0 Oc VC;J;-，ける水分量は 2OOcのそれの実VC1 9分の 1VC相当し、

外気の水分含量は極めて少いので『あるから、外気の導入を行って舎内湿度が高く左るのを緩和することが出来

ると云える。しかし、室内温度も低下するので、出来る限bとれを防ぐためKは鶏から発生する熱量を舎内気

温の昇温に利用すべきである。

実態、はどうであるかと云うと、 I ビニーノレ鶏舎に長いては、日中太陽光線の入射は或る程度利用出来る刻、低

温の外気とビニーノレだけで隔たってなb、放熱は極めてよし換気が行われてい左い場合Kは、ビニーノレK通

気性が左いために舎内の湿気は外部に出左い。

毎秒絶え間左〈発生する水分と熱量はどう左っているかと云うと、熱は無効に外部に放散し、水分は舎内K

蓄積され、ビニーノレ壁左いし天井Kむいて飽和解態の湿度 10 0婦に達した水分は結露とまってあらわれ、天

井、ビニーノレ壁をったわって、木部をぬらし、たれ下って地中K浸透する。

したがって舎内は常に低温でしかも多湿の状態にある。また水滴はビニーノレをつたって地面に達し、酷寒期

は凍結し、地中K不逗詠層をつく b、飽和した水分は床をぬらして、次第K鶏舎の内部に及んでいる。との水

分は一部は戸外K流出するとしても大部分は蓄積の状態にあ夕、鶏糞の乾燥を抑制しているo
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との様K舎内にないて発生した熱と水分は図.VC示すどとし熱は舎外に不必要に放散されて舎内温度を低下

させ、水分は冷却面で結露水滴と左つであらわれ、 トタン屋根やビニーノレの冷却面は除湿の役目を果しているo

ζの様に飽和に達した水分は水滴と左フ百也面K到達除湿されるために、舎内の湿度は一定値与Lとには左ら左い。

また換気除湿が行われ左い状態にあって、舎内温度を高める場合にないても空気中の水分量が増加し、相対湿

度も相変らず高いこと Kは変bがない。

鶏舎の環境空気を最も理想的にするには、鶏から放出される熱を舎外K無為K出さず¥空気の保温K費し、

外気の極めて低い絶対湿度の空気を舎内K導入して鶏から発散される水分と混合し、戸外に放出するo もし完

全に断熱された鶏舎にないて鶏を養う場合Kは、酷寒期vc;t.，.いですら、十分に換気を行づても、舎内温度を高

く、湿度を低く保ヲととが出来る。

換気扇なよび換気口の設備されているものは極めて少しまた換気筒左いし換気口があってもその効果は殆

んど認められ7まい状況にあった。す左わち殆んどの鶏舎は換気を無視した養鶏法であると云えよう口勿論ビニ

ーノレ鶏舎そのものの作b方等Kょb隙間風も相当Kあるため全然換気が行われてい左いのとは異るが無風時k

bいては殆んど行われてい左いと見て差支え左い。

調査を行った時刻は日射もあ b、 1日中にないては比較的温度の高い時であるため、湿度も幾分低目である

が、測定時刻の舎内外の水分について少しふれよう。

先に述べた如く、外気は低温で単位繍中の水分も少〈、絶対湿度であらわれ約 O.0 0 2旬/均九得ら

れたが、一方舎内は水分の発散も多く絶対湿度も当然多く左つてなb平均約 0.00 4 kg/旬f と約 2倍K左つ

ている。

調査農家 1 - 1 1 -2 2 - 1 2-2 5 4-1 4-2 5 

鶏舎材 ビニーノレ ビニーJレ フロック ビニ-}レ ビニーノレ ビニーノレ ピニーノレ 板壁

測定時刻
7可.---百 U 1 4 : 3 0 1 4: 00 14: 3 0 1 6 : 20 1 0 : 50 1 1 : 1 0 12 : 3 0 
~14:20 ........14 : 50 ........14: 30 '""-'1 5 ; 00 '""-' 1 6 : 4 5' ......... 1 1 : 1 0 ......， 1 1 : 40 .......1 3 : 0.0 

外気温度c 4.4 - 4.4 -7.9 - 8.0 - 8. 6 

外気湿度# 7 7 8 3 8 3 6 0 6 9 

舎内温度℃ 6.6 6.6 6. 1 3. 9 ろ.9 1.3 0.8 3. 7 

舎内湿度骨 8 9 8 6 8 6 7 8 8 0 8 5 8 3 8 5 

炭酸ガスヲ6 0.2 4 5 0.0 8 0 O. 1 8 0 O. 1 2 5 O. 1 4 5 0.2 0 0 

環境度絶対
湿 比

1. 3 5 1. 3 0 2; 1.8 1. 0 8 2.3 7 3.0 2. 8 3 3.0 

表に示された環境絶対湿度比〈環境劣化示度)vc対する解析が十分左され合吐いが、環境のわるさを示すー

っの手がかDと左るが、この値の大きい鶏舎は、経験的Kも劣悪な環境にあることが感ぜられる。したがって

舎内外の気温b よび湿度を担旋するととによヲて、環境改善K役立てることが出来ると云えよう o

われわれが利用した空気線図をこ斗に紹介しよう。これはアスマン通風乾湿計又は乾球湿球式湿度計を用い

て舎内外の気温かよび湿度を測定すれば、その状態の絶対湿度を算出することが出来るものである。横軸には

気温、縦軸K絶支す湿度が示され、太い曲線は露点温度に達した湿度が示されているo これに平行左曲線は相対

湿度と左っているo 現在の空気の状態はどこ Kあるかを容易にとの図表に求めることが出来る。この図に舎内

外の空気の状態点を 2点プロットし、直線でこの 2点を結び、もし舎内空気と舎外空気の混合量が半々であっ

たとするととの直線上の中点が混合空気量の状態を示すO もし外気 3，舎内空気 7(合計 10)の割合であっ

たとする左らは¥この直線の外気側の点から直線C長さの 3/10が混合空気の温度、湿度の状態を者長?とと
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と左るo この様左方法Kよって測定値にもとづき、許容される最低温度に到達する迄は出来る限b換気を行い 1

環境湿度の劣化を改善すべきであるo

今回の調査に長いても測定時刻は日中C比較的気温も高く、日射もあったため、鶏舎内の環境としては一日

中で最コもよい時刻に相当していたo これが夜間争よび朝K沿いては極めてわるい状況にあるであろうと云うこ

とが想像されるo したがって換気等によって環境を改善するとしても時刻によって換気量を調節するととが必

要であろう。

とれからむ養鶏法にむいて多数羽飼育に向う限b、強制換気を行わ左ければ決して環境改善をすることは不

可能であ b、北海道の如き寒冷地にあっては、との点を解決し左い限b、犬養鶏場は極めて危険であると云え

よう。
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(2) 鶏舎の建築構造及び施設 に つ い て

〈道南地区調査報告〉

北大農学部池 内義、則

緒言 昭和 41年2月2.3日C02日間K道南地区として厚真町及び江別市の養鶏場 3ク所の調査を行左

った。江別市角山のビごーノレ鶏舎については別項に一括されているので、ここでは主としてプロック鶏舎と木

滋事舎の建築構造及び施設の調査結果並びに考察を述べる。特に、考察では鶏舎設計基準比関する内外の文献

内容を紹介して参考K供したい。調査に当って御協力を賜わった各養鶏場及び厚真並びK江別地区改良普及所

の皆様K深甚在る謝意を表する。

1 調査方法

調査せる養鶏場は、上野営農改善組合養鶏場〈勇払郡厚真町〉、角山国際農友養鶏組合養鶏場(江別市角山〉

古田島薫平氏養鶏場〈江別市東野幌〉の 3ク所で、とれらをそれぞれ、 A (農家番号 8入 B (農家番号 6) 

c (農家番号 7)養鶏場とする。

与えられた調査用紙の項目 Kついて、聴取bを主体とし、照度、湿庭、温度などは調査日当日、照度計、ア

ースマンの乾湿球湿度計を用いて測定じた。

向、 A養鶏場については道立潟I~謹討験場C資科「北海道 vc;t:，-.ける大規模養鶏Kついて J (昭和 39年 5月〉

B養鶏場については同所Cパンフレツトをぞれぞれ参考とした。

2 調査結果

第 1表は調査養鶏場C建設及び焔設に関する項目を総括して一覧表にしたものである。

第 1表で、 A鶏舎は建築費の項目を除いて第 1鶏舎 1棟についての調査結果であb、B鶏舎は新、旧 2棟の成

鶏舎の内、!日鶏舎についての調査結果である。

3 考察

上述の調査結果の各項目について考察を加える。

I 1. 鶏舎C形式

鶏舎Kは現在、クージ飼と平飼の 2形式があb、調査養鶏場は何れもクージ飼が行左われている。クージ

飼り長所主①駄鶏淘汰C精度が高い、②飼料代が少左い、①消;毒や病虫害予防容易、④産卵にむらが左い、

⑤飼料や飲水陥廿溺事の競争が左い等であるが、米国ではクージ飼は主として南部の暖地に多く、寒地では防

寒のよく行き届いた所で実施されているのが現状である。北海道の如き冬季寒冷地帯では大群平飼が適当と思

われるが、ケージ飼の場合には寒冷時に於ける防寒、防風、防湿K特K注意して管理する必要がある。

2. 建築費

普通成鶏 1羽当 9500----600円(多い厨は 4.0 0 0 ----5. 0 0 0円〉と云われているが、ビニーノレ鶏舎

は別とじてA及び 0鶏舎は 700円及び 1.0 ，1 0円であるから精々高級というところであろう。米国では 4.5

~ス Dトツレであるから 1 ドノレ 10 0円と考えると日本の場合と大差左いようである。

3. 建築の場所

日)位置の選択

地勢は平担地又はゆるい傾斜地、排水良好、土質は砂質土壌1 石灰質の多い所で、車馬、工場、子供の遊

び、場まどを避けた静か左環境がよいとされている。この観点から調査養鶏場は何れもよい位置Kあると考えら
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れる口ただB養鶏場は泥炭地であるから排水の点、で注意を要する。

(ロ) 気象条件と鶏舎

気温と湿度については後述するが、鶏舎の向きは南々束、南東又は南向き、日光、防風、防雪左どKつい

て充分の考慮を払う必要があるo 特に北海道で‘は防風防雪対策は重要であるが'1 A及ひーo養鶏場では、防風雪

林があ b良い設計で、あるO 向A養鶏場ーになける鶏舎の配置は第 1図の通bである。

ω附帯施設

鶏舎C附帯施設として水、電気、住宅、外柵などが考えられるが水量、水質1 電源、盗難、環境衛生上か

ら合理的ま設計をすべきである O 調査養鶏場ではとれらの点で特K問題は左かったo

伺敷地の広さと配置

敷地の広さは→皮K建坪総数C約 5倍が常識と左っているo成鶏舎は育雛舎から離し、種鶏舎の場合は住

宅に近ぐして管理K便左るよう心掛けるのがよい。その他、鶏糞乾燥場、飼料倉庫、飼料調理場、放飼場等に

ついてそれぞれ配置を考えるべきであるo これらを綜合して、ム養鶏場は可左 b考えて作られたもむと思う。

飼料調理場を放射状成鶏舎の中心にないであるので¥給飼の点ではよいが鶏糞処理に多少不便左点が耳られる o

4. 鶏舎の大きさ

鶏舎の大きさは、ケージ飼の場合 3.3m"当.D'1 1 5羽、 20羽、 25羽1 即ち 1羽当.D0.2 2、 O.1人

O. I 3 m.と云われ1 平飼の場合は 1室(P8n)当.D5 0 O..._ 1， 0 0 0羽が最大限度で、 600羽以上の場合、

床面積は O.2 5""'" O. 3 m. /羽と左っているoζれは、成鶏ーの大きさによって異左るもので、調査鶏舎では、

O. 1 2 6 '1 O. 1 3 2、 0.1 3 3 m'/羽とな b、 G鶏舎がやや床面積が小さいようである。向、鶏舎の巾は 13 

m以上は少まし軒の高さは 16 5羽以上で 2.4'"'-' 2. 7 mとされている。調査鶏舎の巾は 6.3..._7. 2 mで軒の

高さは 2.i m程度である。

5. 鶏舎の温度及び湿度

寸4:'1鶏舎の室温、湿度はどの位がよいかという問題Kついては種々の説があ b一定してレ法レが、 U.S.D.

A:O" 1 9 5 1年から 4年間試験した温度と鶏卵の大きさ及び重さとの関係は第 2表の如くであb、又米国の鶏

舎設計基準は最適温度 13 Oc、最低温度史 2Oc 第 2表 卵生産及び飼料消費量K対する温度の影響

まで許さ人冬季の最大湿度は 80婦と左つ 〈湿度 7'5喝〉

ているO ζれらのデーターから鶏舎内温度及ぴ

湿度は 13 Oc及び 75%以下が適当とみられる。

しかし、北海道では冬季との温度に保つこと

は困難で、調査鶏舎では最低温度の平均が i.7、

3.5及び 8.3
0C

と在っているふ ζれでも他地区

の調査鶏舎よ bは高い方である。一方、低温は

成鶏に余b悪影響が左いというとともいわれて

いるので、むしろ湿度の方が大切と考えられる。

湿度Kついては今回の調査で、唯一度の測定しか

行左われてい左いのではっき Dした結論は得ら

舎内温度
。C

- 5  

2. 8 

ス2

1 3. 0 

1 8. 5 

2 4. 0 

2 9. 5 

頭1当日 ~ 妥0 口

2 6 

6 5 

7 4 

7 8 

7 5 

6 8 

5 6 

1日当DjI伊l卵蛸如
卵重 kg 飼料量'kr;

1. 5 1 8. 6 1 2. 3 

4.0 1 5.9 4.0 

4.3 1 5.0 3.5 

4.3 1 4. 1 3.3 

ー一一4.0 1 3.2 3.3 

3.9 1 2. 3 3.4 

3. 0 1 1. 3 3. 9 

れ左いo A養鶏場では、昭和 38年 8月以来温度並びに湿度の測定が毎日行左われているので、これをまとめ

たのが第2図であるo とれは午前 6時及び正午む平均測定値であるo第2駒込ら夏季は高温多湿、冬季は低温多湿

の傾向が見られる。特に午前 6時の湿度は一年を通じて 80 %以上を示し、換気の必要性がうかがわれる。
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6. 鶏舎の構造

鶏舎は風雪に耐え、丈夫で保温が充分で、あれば建築費及び維持費が安〈左るよう左材料を用いて建築すれ

ばよいわけであるが、アメリカでは従来、コンクリートの基礎上K木造の鶏舎が長い間普及し、コンクリート

ブロック、煉瓦造bもあった。戦後、金属屋根や金属壁の鶏舎や強化木が用いられるように左ったO

第 1 表VC~調査鶏舎の構造について表示したが、以下、米国で行左われている鶏舎構造の設計基準について述べ

る。

(1) 基 礎

基礎は最低 45側、凍上を考えたら、もっと深くすべきで、アジカーポノレト、っか石等を丈夫K作る。

第 3図及び第 4図Kその一例が示しである。

(2) 床

土問床は冬は暖か〈夏は涼しいので良hが、表面が平滑左とと、ねずみの害が左い ζ と、衛生的であると

と等の理由でコンクート床が望ましい。第 5図Kコンクリート床の断面図を示じ元。床は地表よ i?20cm以上

高く G¥コンクリート床の下に砂坪リを 10 "" 1 5仰の厚さK敷ぐ。床と砂利の聞に建築紙を敷き水蒸気止め

CVapor barrier) とする。床上の結露を防ぐために 1.5.......2. 5仰の断熱材を用いる。水洗のため、床

を入口の方K向けて傾斜させるよう配慮する。木製床は二階建の場合K階上床K使われるが、フローリングに

し、更に波鉄板を張i?¥ 5cm位の厚さにコンクリートを流すとともある。 ζの場合、柱の強度K注意を要す。

(3) 骨組

木製の場合、風や雪C重さK耐えられるように丈夫に造る。各部材の接続法、材料については省略する。

(4) 窓

各種の窓、があi?¥それぞれ特徴があるが完全左ものは左〈、維持管理の点で手数がかかる。例えばカワン

ターバランス式窓がよく用いられるが錘が時々利か左〈左る。木枠の代 9VCアノレミサッシユにするfと可左 bよ

く左る。寒地では、特に防寒窓、か二重窓にすべきである。採光を要し左い左らベニヤのシャツターでもよい。

窓を明けた時に鳥獣の侵入を避けるため金網を張b、夏C換気には日覆いをつける。窓面積の床面積に対する

割合は夏季の換気上から決められているが、寒地では最低 4-..， 1 .0婦とされているo

(5) 壁

推奨されている壁の作b方を第 6図K示す。鶏舎の天井や壁の断熱材には種々の市販品があるが、乾いた

木材、鈎屑、鋸屑、きびがら、切藁左ども代用品として用い得る。しかし、後者は断熱効果が専用品よ b少左

いしねずみの害や火災の危険があることを知ヲてbかねば左らない。内壁の仕上げは掃除K便左るようにして

_;b.，. <。

(6) 天井及び屋根

屋根は片屋根、両屋根、モニタ一、セミモニタ一、鋸歯形、コンビネーシヨン等があるが、クージ飼Kは

モニタ一、セミモニター或は鋸歯形が用いられる。

両屋根の場合、屋根に断熱材を指すよ bも天井を断熱した方が安価で効果が多い。天井裏は必ず通風をよく

んでなく。天井の断熱材として 25......3 Oc視の厚さの藁が使われるととがあるが、牧草類はいけ左い。又、藁

をイ吏う時は決して水蒸気止めをしては左ら左い。天井裏のノレーバ-(C面積は床面積の 0.8....... 0.5婦にしてむく。

.tlと、略々思想的左鶏舎の構造の概略を述べたが、経済的な面が大き左要素K在っている日本の現状では、必

ずしもとの設計基準によるととは出来左い。調査鶏舎でも可な b高級に作られているが、上述の構造からすれ

ば未だしの感がある。
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ス換気装置

換気装置は大別して、自然換気と強制換気K分けられる。第 7図(司及び(司は自然換気の状態を示す。天候

に応じ吸気口を調節し、排気口ょ b暖い空気を排気してやる方法で、調節K手数がかかる左らば自動調節にす

るととも考えられる。

よく)Etl熱された鶏舎、或は密閉された鶏舎には強制換気が利用される。ファンC容量は少左くとも五伽水柱

の静圧で 1羽当.bo. 0 7 4 m
a 
/ rninの風量が必要である。との計算で 2 5 0羽とすると 21 ma/m担と左る。

しかし、室全体を完全K空気を入れ換える必要もあるから、 1羽当.b0.11 2m
a
/mi日以上とし、サーモス

タツトをつけて低温に在ったら C1. 7"C以下〉ファンを止めるとか、大小 2組のファンをつけ、小ファンKサ

ーモスタツトをと bつけるとか、 2段変速モーターで運転するとい 5ょう左調節方法Kよれ寒冷時K風が強

過ぎ左いようにする。

ファンは天井よ bも壁の方が取bつけ易い。第 8図は強制換気の一例である。との図は寒い時には床K近い

所から吸気し、暖い時は、天井K近い所から吸気するよう左ダクトつきの換気装置を示す。叉、風量調節のた

めにダンパーがついている。 20m以上の長さの鶏舎では第 8図のように北側面Kフアシをと bつけ、冬は南

側地ミら暖い空気を吸い込み、夏はファンC向きを逆Kして北側から冷い空気を吸い込むようにする。

I 5 m以上の巾のある両屋根の鶏舎で仕、排気ファンを屋根の頂上真下の天井Kつけ垂直ダクトを通して排

気する'ものもあるo との場合、逆に外から吸気する方式もある。第?図はとの例を示す。

ファンモーターは防塵形で過電流防止装置をつけ火災を防ぐようにする。

吸気口は"10 D羽当.b2. 5x 3 Ocm.以上の断面が必要で逆流 Cba ck draf七〉防止の構造にして;t-.<。

以上は u.s . D • A.の換気装置について述べたが、調査鶏舎でファンを南北両側に取bつけたb、却炭K

近い所K吸気口を設けである例があったが、とれは換気装置の設計としては拙いと思われる。即ち、前者では

屋根の吸気口から入った外の冷い空気が直接、屋根裏に沿ってファンから#関されるだけで、室内C換気K役

立たず、叉、後者では積雪時、地表K近く雪融けの飽和蒸気が吸気口から吸い込まれて室内c湿度を高める結

果と左るからであるO

8. 内 部 設 備

内部設備として、ク一六給水装置、給飼器、照明器具、鶏糞処理装置、飼料調製装置、洗卵、選卵、包

装装置左どがあるが、ととでは寒冷時VC;t-.ける鶏舎の施設というととで、特K関係のある 2.3の項目について

述べる。

(1) クージ

とれは前K述べた如く、元来暖地K適するものであるから寒地せは保湿の点K充分留意する必要がある。

クージの種類、クージ台、クージの配置左どを考慮して取bつけるべきであるが、ととでは省略する。

(2) 給 水装 置

自動制御式と連続流水式とあるが、何れにしても冬季C凍結Kは充分注意する必要がある。調査鶏舎中K

ウォーターピツグを使用した例があったが、異常寒気のため凍結し、保修に困難を極めたというととである。

とれは室内を oOc以上K保って台けばよいわけであるが、給水装置そのものに電熱器を利用する方法もある。

電熱線の使い方Kは 2通bあb、水路中K入れるものと、パイプの外に巻きつける方法とである。第 I 0図(a)

及び(功は、それぞれとの 2つの方法を示したものである。又、との場合の所要電力を第 5表に示した。との表

から仮.bVC室内温度-6.6 ocで長さ 200町、 tHパイプの中K電熱線を入れた場合、所要電力は I8 5ワ

ットと左る。
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第 3表 給水器の凍結防止用電熱装置の所要電力

(カリフオノレニヤ大学のデータによる〉

3 20F以下で 1oF 異在った室内温度VCf.;"けるパイプ 100ft 当b

電熱線の使用法 当.!?1 f七当 bの電 の電力 (ワット〉

力 〈ワット〉 。OF 1 0 oF 200F 300F 

パイプの中え電熱線を入れ
た場合:

.1" パ イ フ O. 0 7 2 2 4 154 8 4 2 1 4 

i" ノご イ フ O. 1 0 3 2 0 220 120 2 0 4 

パイプの外側に電熱線を巻
く場合:

ノぐ イ フ O. 1 7 544 3 7 4 204 3 4 2 

~I/ パイ フ O. 2 0 640 440 2 4 0 4 4 0 

(3) 照明

冬季、日が短かく左ると人工照明Kよって補光するが、普通、鶏舎C照明時聞は昼夜を通して 13 --1 4 

時間が適当である。朝、点灯し夜消灯するためタイムスイッチを使用すれば便利である。調査鶏舎でもタイム

スイッテは取bつけられていたが、故障で働か左いものもあった。鶏舎内の明るさは 3 2 '"" 4 3ノレツクスが標

準で、 18 m.当.!?4 0'"" 6 0ワットの白熱電球又は 15ワット壁光灯 1クの割合K左る。とれを 2.5m間隔に

壁から 105m位離して取bつける。終夜灯は 18 m
9

当.!?1 0 '"" 1 5ワットの白熱電球 1クを給水器や給飼器の

近くにつけて辛子〈。

調査鶏舎は何れも概ね上の標準以上であるが、一部、積雪の影響で照度不足の所がみられた。

室内照明の外K盗難、火災の予防のため1 外灯や警報器の取付が望ましい。

(4) 鶏糞 処 理

f 冬季、鶏舎内湿度を高める原因として鶏糞の水分が考えられるので、鶏糞の早期除去が好ましいが、実際

Kは仲々実行出来てい左い。ム鶏舎では手働式スクレーパーを使用し鶏糞乾燥施設を持っていたがスクレーパ

ーの翠ヲ|ロープが切れ易いという難点があった。鶏糞処理の問題は機械化の一分野として今后大いK研究の余

地があると思われる。

結 E
同

与しと、道南地区の冬期vc;t.，.ける鶏舎の一調査結果に基いて、→没的左鶏舎ρ設計基準を述べたが、建築構造及

び施設K関して云われている事が果して柑毎道の鶏舎に当てはまるかどうみ?ビニーノレ。クージ飼何拾が温

暖地K適すると云われ左がら道内K普及している現状をどう解釈すべきか?一回の、しかも短期間の調査で、

すべてのことに結論を下すことは困難であるが、一つの足掛bを得ょうとして掛寸をも顧みず調必に加わり、

ここに報告する次第である。研究会々員各位に参考K左ることがあれば望外の幸いである。
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第 1表ず調査一覧表

角山国際農友養鶏場|

(B) 
-------- 養鶏場名|上野営農改善養鶏場〈共|

調査項目 ---------、 |同養鶏場) (A) I 
所 在 地 |勇払郡厚真町 |江別市角山

鶏舎 の 形 式 |クージ飼 |クージ飼

i建築年月日I38年明 40年10月向跡 I3 8年 8月

|建築費円1 5，8o  5，3 57  8 4口， 0 0 0 

建坪数側I 252  1 280(4間x 7 0間〉

坪当り建築劃~ 1 ~ 1 0 0 

建築費|弓完鮒周年数制|

償却費〈円/年~ 1 1 4， 1 6 1 

最大収容羽掬ヲ 5，5 6 8 

内部施設費円 1，8 1 9， 1 3 9 

13ミ間帯経費四)1 1， 0 1 0 

建築場所|平 地

建築場所の土質 |火山灰

島舎の L鶏舎の巾 (m)1 6.3 

辺ミlp 長さ似)1 2 8. 8 

I 11 高さ (m)1 3. 0 

屋根の材料， 3分仮十J句作クサマ謝反|生ヂトタン茸

屋根|屋根裏断熱材|無 t し |有b スチレンボード

屋根の型|両屋根 |両屋根

天 井|無し |無し

窓の 材料|民出戸.ピニーノレ/重張網|ピ二一ノレ

窓|窓の面積， (40.8弔切け廟積190m" 140 坪

府調均三善l企 21. 0佑 I 5 O. 0 婦

|テックス十 3分板+フエル| ビニーノレ、金網
壁 l壁 の材 料| ト十ナマコ板

防湿材の有無|左 し

断熱材の有無|テックス

京友~rw方材料|火山灰コンクリート叩き
土台|土 台|布コンクリート

'クージの種類|単 飼

クージ|クージの個数I1 3 9 2 ( 1 1 6x 1 2 ) 

配 列 法|ヒナ段 5段複列

坪当飼育密度 1 2 5羽

換 気・法|強制換気

吸気口信問屋根及び窓下健

換気|排気口|時L5

3，0 0 0 

8 

1 0 5， 0 0 0 

7， 0 0 0 

572，000 

202  

平
一
泥

地
一
炭

ス2;

1 2 6 

3. "3 

無 し

無し

土問

5寸 丸 太

主調 5羽

5， 0 0 0 

1段複列

他

〉
の

尺

8

そ

5

7
・

口

3.

1
一
気
一
入
〉

X

一
一
出
用
一
日

一
盤
(
利
一
根
一
ふ

-
一
し
を
一
一
〈

然
一
無
盟
一
個

一
に
き
一
一

o

自
特
ナ
一
屋

7

古田島氏養鶏場
( c ) 

江別市東野幌

クージ飼

3 8年?月

700，000  

3 8.5 ( 3.5間x1 1間〉

ー一

18，200  
'一

5 0 

14， 0 0 u 
1， 0 0 8 

2 0 0， 0 0 0 

7o  0 

丘の上

植壌土

J ， 

6.3 

1 9. 8 

"-13分野地仮十ルヲイユラグ十トタン葺

無し

両屋根

無し

引戸 ガラス/童張D
11坪(3 6. 3平方m) 
28. 6 % 

ブロック(窓下4尺〉

入印則託結rirr.スデレ幼」ド

無し

コンクリート

プロッタ三段

単飼(メートルクージ〉

1，008(84X12  ) 

ヒブ母式 3.e宮祷疹11><.曲家l:.Ix2

2 8.8 

自然損気
扉窓の開聞による外、床回
近くに吸気孔あb

屋根、垂直式通風塔

(1.5X1.5尺) 4 

無 し しフ ア

給 飼 若号

給 水 器

「蒔照明

ナショナノレ Fγ40 A EA 

ン 150 Wa七七 200R/S 

φ30cm. 4何

樋 〈人力)' I樋 (人力) I樋 〈人力〉

流水 式 |間クツ流水式(1日4""""5回)1中島式ウォーターヒツグ

Zn白熱篭球 3 0 W 2 3個|白熱電球 4 0 W 3 6個|白熱電球 4 0 W i 0個

問i 一一

中央列「床面 3，000Il疋

度 1 <! 
(床と1m 3，40日工JUX

無

一山山

5・
一

向

伽

1
一

上

上

一

床

竹

一

〆

l

〈

L

一

血

八

一

中

一

E
2
0

一
上
止
上
止

一
床
七
床
七

二
阿
川

二一一一向問…
鶏糞 処理 |手働式スクレーパー 4列|人 力 人力 リヤカー運搬

-46一



~ 9. 
E 

I~ I ~I 
'̂ E. 

A 

日 A
A 

A A . . 之8.8M

A .. U坪?ト2~鶏令

よミ |、回伊'-J ホつア 56坪
..l.. :nl ):炉

嚇井戸p
A 掘試及貯水槽。 ヨヤ 1

成鳴令 28‘8門
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ぽ〉雨屋根建築 クト8図 5食器J).i笑:気のー伊l
; (ファンj則壁取付〉

，... -1、-・-

( b) ::lt屋根建築

汁マ図白黙換気のータJj 

テトヲ図強制換気のーイタ，)
(フ)7:，/'天井耳元リイ寸〉

~~ 1h:~!~耗

(0し)

(-t) 

うT/O図電熱線Jit_，用の給水Jマイプ凍結防止法

-51ー





(3) 産卵率を中心に眺めた冬期管理

、
t 日

f 、4 一、 、1 ピ i¥L>: 

j 否定:1;~門技術員 l 早 川晋'，/¥_'

l
J
 、

ー!
i
 

-
L
 

I

ト

， 

" ， 
!¥'， (.1' 

¥1' 
一
品

i

d

 

-
-

1 ，はもじめに

養鶏収んを左右:ナる要素ーはγ 卵価・ 1飼料費・産卵率。飼料要求率左どでこある;むY'ßß価や宮古U~却費は飼育者C管

理技術句、枠外の彼方作あふ1fj;:"._.産卵率は異左 b人為的7i努力で良ぐも;悪く;ゐ左右。じたがり，τ正どり産卵、率泊

養鶏成績の度合を示す重要企指標と云えよう 0'1.1 、じ !日 、 ，，¥，，: " 

ととるで、北海道の夏の冷涼:，~快的気候にくらべで、 L冬の酷寒は産卵能力を低~する難所であフてヤ ζ の応 i

条件Lを緩和しだ夏、と:同じ環境作もlってゆ〈むが、寒地養鶏K課せ~¥られた太きv左課題である。:

とこす:は厳寒期C産卵率ki関係するいういるな阻害要素を今回の実態調査む結果からと.bあげて論じてみた

いと思う。

2. 産卵率と現況

、

，、 1

産卵率とは一定期間，(/_)産卵管1数を同じ期聞の延総飼育羽数で除U包ものを指ずの，であるが1 最近むようにr1iJ汰

率c高い鶏群が多くえとると九産卵総個数を産卵開始期¢羽数アピ除し光産長jJ指数1を求，¥j左いと本当の産卵能力を，

判定 Jしに~くい。:養鶏審議会に定めた我因。産卵率の目:楳は 65，弱 hで¥;現況は次表Kよると約 6，0%で左会目標

まで 5婦の差がある。しかし、とれは副栄養鶏ども含めた数字1であっIで'i.，大規模の専来4養鶏VL'左れは人 70掃

を目指すう必要があmるむ、

凶

コ '1 l' ーi 二 I_.! .'j "， 1' 

"第:1表 ;昭和 4'，P年全国産卵率}に農林統計().>"ト l 八、 1 、、
f
 

:~'-~~'~(弓t • ，f、t

2 3 4 I 5 

全国 .s 2.ヲ0Ui 5ス4 ，，6fH ，6，8.7 6ス3
吋
J 

， 
.Ii

、l ρ
， 

北海道 4j7.，3， 1，4..8.4 1:5，9.，7、16.0.] 
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第 1表によれば¥北海道は全国:平均にくらべて約 5婦の格差があb百 Lか、も来い時jWVc，若1しい傾

れる所K、寒さの影響のあるととを見逃すわけには行かないο
‘

i('.， 
'.1 i 

本道の養鶏の将来の主軸として育てあげねば左ら左い飼育羽数 50 口前後C農業養鶏の産卵白棋は、当)'y:し

あま b高嶺をねら 5わけには行か左い。次表C如く 63 %位が妥当な線と云えよう。

第 2表 季節別産卵目標(北海道産栄養鶏〉

一 ;-r--10 I 1 1 I 1 2 2 14Jlhz;「
-JK!?

一一一
¥kiJ.17[三!jJJj…産卵ホルモン旺盛 i暑さの感作

秋 冬

6 5 

換羽、日照時間の不足|寒冷の感作
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3. 産卵率に影響する諸要素

次表の実態調査で判定し得た成績の中から産卵率に最も関係のあるものは、舎内温度であって、次いでは淘

汰率.飼育密度.換気等で、とれらがb互に補完や競合の関係陀ある。

(1) 1月の産卵率実態

第 5表によれば、調査対象者C経営規模は準専業養鶏に属するものが 50婦を占めているので、産卵率

は、厳寒期でも 65婦を望みたい所であるが、対象者個々 C間Kは 7史6婦から 51. 6 tfoとかまbの格差が認

められ、養鶏技術水準VC:;s"いて凹凸があるよう K見える。しかし産卵率はその時期の若鶏と古鶏の構成比率等

で大きく変動してくるから、 1か年聞の平均産卵率をみ左ければ、養鶏経営の公平左指標K左し得左いが、あ

る程度の診断資料にはなる。か .l?VC65%以下は問題点のある産卵率とみ左し、その原因を採ってみると、 1 3 

番は明らかに、飼育密度の不足による白温不足と舎内の極端左寒さ、さらに淘汰率の低いととが原因している。

4番と 5番は、第 5表の実態分析結果から産卵不振の原因を求めえ左いが、共同育雛をと b入れている点から

みて、恐らく雛の質K関係があるように思はれる。いずれに しても、冬期の管理体系が確立されてい左い環境

下で、 65弱以上の良好左産卵率をあげている所が多いのは、寒地養鶏に光明を与えるものである。

(2) 舎内温度と産卵率

家畜は一般に寒さに耐えて暑さに弱いが、鶏もまたその例外で左しある程度C耐寒性を持っている。そ

の臨界温度を明らかに示ナととはでき左いが、零下 5度と見左されているようだ。ナ左わち、その限度以内の

寒さでは保温飼料を増給すれば、産卵率を低下することはないが、限度以下す左わち、_5 .C以下の寒さに在

ると、産卵ホノレモンの機能減退があらわれ、産卵率が低下しでぐるよ 5だ。

厳寒期の舎内温度は俗に飲料水の凍結し左い程度と云われるが、ある程度換気を行った上で、最低平均気温

を5.C位K維持じ得れば、まず上々と云えよ 50

第 5表の適性温度との格差が零度前後を、保温鶏舎と決定すると 2.6.7.8.11番の 5戸が合格し他は諜すぎ

る鶏，舎と見まさざるをf尋左い。しかも上記 5戸は何れも高産卵率を示しているのが興味深久保湿の重要性が深.

〈印象づけられる。

ただととで保温鶏舎と格付した 5戸について、保温の背景をみると、鶏舎が比較的立派で防寒構造の上ミ坪

当の飼育密度の高〈保温条件の整ヲている所が 5戸〈ス 8.11番〉で、鶏舎が簡易ピニーJレの非防寒構造であ

るが飼育密度が高いために、或はー鶏舎の飼育羽数が大きいために保温されている所が 2戸(2.6番〉である。

との際、保温と全〈逆C関係にある換気がどの程度実行されていたのか現状を確められ左かったo保温のみに

気をうばわれ換気がbろそかにされがちであヲたのは確である。換気不良が直ちに産卵率や、呼吸器系の病気

を誘発し廃鶏率を高めるのに結びつい七bれば、もっと大き左関心を持たざるを得ないが、現実は必ずしもそ

うでは左い所K、むずかしさが潜在しているよ 5だ。
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第 5表 冬期聞の産卵率、舎内温度、鶏舎構造(1月平均〉

比ゐ¥
調羽 産 淘 合最低 合最低 l 舎適性

適性度?昆格差白と

坪飼育 一地
査 .9s 汰 づて一πっ1吾一日川又d 鶏 舎 構 造
鶏舎数

温
外度湿

温
当羽数率 率 内度 内皮 当襲

1番 奈井江 2，000羽 68.9% ス0% 1.8
0C 

一 9.9:C 5.6む _3.80C 1 6羽 454円 簡易ピニーノレ

2 東川 2，370 65.1 2.7 3.9 -1 4.7 3.2 0.7 2 7 300 11 

“ 

4 愛別 590 51.6 3.8 2.7 -12.2 4.4 、-'1.7 1 9 630 木造断熱ヒヒーノレ

5 11 1，60 0 57.0 3.7 日.8-1 1.1 5.0 -4.2 '1 4 762 11 

ーー

6 江別 5，000 68.9 ス2 3.5 -1 2.6 4.2 -0.7 1 8 202 簡易ビニーノレ

7 11 1，005 77.3 4.9 8.3 ";"'11.5 4.8 3.5 2 6 700 ブロック、断熱

8 厚真 1，233 7虫6 4.2 1.7 -15.4 2.8 -1， 1 2 2 1，000 木造断熱

? 厚沢部 768 66.8 5.2 - 0.9 - 9.8 5.6 ーる.5 1 8 975陛主主ニーノレ

1 1 遠軽 530 78.2 3.9 3.9 -16.9 2.1 1.8 2 2 89口 木造断熱

1 2 端野 492 65.1 1 1. 9 - 4.6 -1 2.1 4.4 一乳O 2 1 424 簡易ビニーJレ

1 3 I本別 177 62.9 。-10.6 -1 9.1 1.0 -11.6 7 865 木造、断熱
ー

平 均 1，433 6ス5 4.9 0.95 3.9 1 9 654 

備考 ; 舎 内適性温度=合外2温度十 10・5.C

4. 舎内保温に影響を与える要素

産卵率に深い相関のある舎内温度を左右するものは、鶏舎の保温構造.飼育密度.舎外最低温度.換気等で

ある。これらの関連を図示すると第 1図の如く左る。

第 5表によれば、安価左簡易ピニーJレ鶏舎は 4戸と、やや高価な陣撚構造の鶏舎 7戸に区分できる。前者の

簡易ビニーJレ舎の四四壁は断熱効果が左いため、外気の影響を直接受けるので、昼夜の温度差が甚だしい欠点

がある。しかし、ぞの中K収容する鶏群のの放熱量は、第 4表の如くで、密飼いすればか左 D左温源とな b舎

内の保温に役立つのである。

第 4表 白レグ 100羽当放熱量〈オオタハジメ〉

玄~ -3.9.C 1. 7 ス2 1 5. 6 

毎時発熱量 1， 1 5 9瓦Cas 1， 1 3 4 975 975 

100ワット電
1 3. 5個 1 3.2 1 1. 3 1 1. 3 1 1. 3 球 換 算

例えば i0坪の鶏舎vc2 0 0羽収容した場合、 1 0 0ワシト電球を 26個つけたととになる。との時の外気 l
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温と換気と鶏舎の防寒構造の状況に応門的温度がおるわけて戸。しちをつて、簡易ピニサ鶏舎では

坪当 b飼育羽数と、同じ舎内の飼育羽数を侭温上から何羽にするのが適当か理論的に計算してみる必要がある。

これさでの紐験Kよれば、坪当.!J2 0羽、:---;-":棟 20日羽C群飼育作なれば舎内保温は十分可能であるが、換気

岩思;5J;::，5VC行えか悩みだるるq換気弱今でも活発にお幻には、 j鶏舎1を防寒構造にナる必要に迫られ

チ第5去によれ宇佐正一戸簡易舎左ら(経済的問設額 1羽当 fo。円肌(卵 10 0 個分〉ですまi せ~0i~
耐寒性の長拾に括上すると¥iたちまち過剰投資K陥る公算が強い0;:

jナ左わち、経済的左投資額の枠がせまずぎる所に臨路があるo

第 1図 鶏;舎の保温と環境要素 1
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(4) 鶏舎実態調 査 報 告

〈道東地区〉

帯広畜産大学 鈴木省-o高畑 英彦

光本孝次。伊藤 道秋

芽室町農業改良普及所 大館 稔・丹代建男

1. 調査晃事舎の選定

芽室町VC;j;-，.いて、コンクリートモノレタノレ鶏舎として早百志洲夫氏のもの〈農家番号 14 )、ピニーノレ簡易鶏

舎として丹代稔氏の鶏舎(農家番号 15 )を選定した。

前者は、平飼 130羽収容、後者は単飼クージ I，O4 0羽で、飼育条件がととな b、比較は困難であった0

2. 一調査地の概況なよび調査C主点

芽室町は、豆類を中心倒勿とする畑作地帯にあb、全農家約九 500戸中 I，25 0戸VC;j;-，.いて、約65，000

羽の鶏が飼育され、養鶏がよく普及している。芽室町C属する十勝は、冬期間の低温が道内ではもっとも厳し

いとされ、 1日の寒暖の差の大きい点も著るしい特徴と左っているので、鶏舎内外C温度の変動を中心に一調査

を行左ったO

3. 鶏舎構造の概要

(吋 モJレタ Jレ鶏舎〈農家番号 14 ) 

木造モノレタ Jレ仕上げ 2階建、 1階は豚舎として使用、 2階の鶏舎部分の面積はl'0.8mx 3. 6m=3 8.88 m. 

( 1 2坪〉で、平飼い 130羽収容。 町

床 タノレキ上に、建築紙をはさんだ 2枚板張

壁 柱をはさんで小幅板を横K打ち、外面モノレタ Jレ、内面ベニヤ張

窓 ガラス戸、 1重引きちがえ〈東側約 2m9

、南側約 4m.、床面積の約 15 % ) 

屋根 天井左し。屋根は 3分野1也板に柾.トタン張

換気孔 左Lo窓の開閉によって調節

(ゆ ビニーJレ簡易鶏舎(農家番号 15)

堀立て、ビニール 2重張、面積は 6.3 m， x 3 2. 4 m = 2 0 4. 12m' ( 6 3坪〉、単飼クージ I，0 4 0羽分

2段雛段配置o

床土問

壁 柱両側に細板〈ドワブテ〉を打ち、この外側K亀甲金網を止め、両側よ.!?tJ. 1伽ビニーノレ張、内側に

麻布カーテン取付けc C従って、夜間は 5重構造〉

屋根 砂付ノレーフイング、波トタン張

換気孔 排気子L3 C内 1は換気扇使用入ぞの他、換気用回転窓 1カ所

4. 温度(7日巻自記温度計で測定〉

(司 モノレタノレ鶏舎
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1月 11日から 2月 10日まで 31日聞の鶏舎内外の最高。最低気温を、産卵率と対比して示すと第 1図

のと:;t，.>JJである。

この期間中、舎内の最低気温はほとんど氷点下であb、-5じ以下の日も 7日を数え、 1日の温度差も大き

く、明らかに保温についての欠陥が認められる。ぞの鶏の生産に対する影響をみると、換羽鶏がいたため産卵

率は総体的に低いが、第 1図Cよ5VC、低温の日Kは産卵率が低下する傾向が認められ、その生理的左機作に

ついてはここで論じられ左いにしても、寒冷が産卵に悪影響を与えている事実を看過することはでき左い。

との舎内温度の低下は、モノレタノレで賊風を防止しでも、特に天井に対する断熱材を使用しまければ¥十分左

保温効果を期待し得左いζ とや、窓の広さと構造、天井の高さと構造K問題のあるとと左どを示している。

したがって、その対策としては、断熱材の使用。窓面積の縮少(平飼では、構造と飼育羽数に応じて、床面

積の 5%以下K減じ得る〉・二重窓。ビニール張。カーテン取付け。天井張左どが考えられ、これらによって、

夜間から朝にかけての低温をか左b防止でき、 1日の温度差を小さくするととも可能であろ 50

(司 ビニーJレ簡易鶏舎

第2図K示ナ通b、舎外温度はモノレタノレ鶏舎の場合とほとんど変b左かったのに対し、舎内温度は大体零

民以上で、_2 Oc以下K下る日は全く左〈、 1日の最高最低温度差弘モルタノレ鶏舎の平均 13. 60C vc対して、

ス2
0C

と約 2分の 1になって;t">JJ、ビニーノレによる密封方式は、保温の面ではか左Dの効果を上けwている。

ただし、産卵率平均 7O. 7婦、この 1カ月の淘汰率 6.9婦とい5成績は、 2年鶏が約 15 %含まれているこ

とを考慮K入れても、まだぞの能力を十分K発揮させる余地があると考えられる。後に述べる湿度も、ぞむ問

題点のーっと左るであろう。

(吋 1日の温度変化

第五図は、調査期間中の 2時間毎の温度の平均値で¥両鶏舎共 14時に最高で、以後漸次低下し、 6" " ， 8

時K最低と左る変化をたどる。

両鶏舎の舎外温度を比べると、丹代氏のビニーノレ鶏舎は市街に近い関係からか、日中の気温はやや高いが、

大体同ーの型とみることができる。

舎内温度では、早百氏のモノレタノレ英皇舎は舎外とほとんど変ら左い温度変化の型を示し、 1日の温度差は舎外

よbもむしろ大きいほどで、夜から朝にかけての保温の重要性が、ここにも表われている。その点、ビニーノレ

鶏舎の方は、温度差点1小さく、夜間の温度低下防止にか左b成功していると言えよ 50

5. 湿 度〈自記毛髪湿度計で測定〉

調査期間の相支す湿度の平均値弘温度と共に第 1表に示した。

第 1表 相対湿度 p 温度の最高・最低値(3 1日聞の平均〉

築 湿建 相 対 度 % 温 度 。C

様 式 最 I司Eコ 耳長ヨ支 低 最 I主司主T 最 低

モノレタノレ 、8 0 5 7 一 3. 3 - 1 4. 0 
舎外

ビニーノレ 8 2 5 5 一 2. 2 - 1 4. 5 

モノレタノレ 7 8 5 6 1 O. 3 一 3. 3 
舎内

9 2 7 3 8. 9 1. 7 

民
)



第 1表に明らか左よ 5VC、モノレタ Jレ鶏舎では、外気とほぼ同じ相支す湿度であるが、ビニーノレ鶏舎では、最高

・最低ともに舎外よ b約 15 %高く、ビニーノレ密閉方式の欠点をよく表わし℃いる。しかし、換気をよくして

湿度を低下させれば、当然温度の低下を招くから、温度・湿度の両面を同時に解決するのは難かしい。

6. 施設・設備費
'ー

両鶏舎とも、 1羽当b約 500円の胞設・設備費を要し(モノレタノレ鶏舎 4 6 7円、ビニーノレ鶏舎 49 5円〉 γ

また、年間 1羽あたbの消却費を換算すると、モノレタ Jレ鶏舎三 3円tビニーノレ鶏舎 50円と左 D'¥ ビニーJレ鶏

舎の方が経済的と言え左い面もあるが、早苗氏のモJレタ Jレ鶏舎は単独鶏舎では左く、豚舎と共用であるため建

築費が比較的安くついている点も考慮、に入れる必要がある。

また、指設、設備費の中1 建築費はモノレタ Jレ長島舎 10 0婦、ビニーノレ鶏舎 6 1婦を占め、平飼とクージ飼の

様式の相異から、単純左比較は困難であるが、平飼でもクージ飼でも同じ生産効率が期待されると仮定すれば、

建築費と耐用年数からみてビニーノレ鶏舎は不利で、今後、飼育技術とともに、実害舎施設の経済面も十分検討す

る要がある 5と思われる。

ス総 括

芽室町K沿いて、コンクリートモノレタノレ造鶏舎とビニーノレ簡易鶏舎各 1例の調査を行左った。

調査鶏舎C現状では、寒冷期の保温の点でビニーノレ鶏舎の密封方式の成功を認めたが、舎内の湿良と昇に問

題があ b、一方、モJレタノレ鶏舎では、小羽数副業養鶏で細かい注意が払われてい左いため、保温よ大き左欠陥

が表われていた。

調査ビニーノレ鶏舎は、建設後約 10年を経て1 その問多ぐの経験と改善があb、ζ の方式で・は、さらに改良

する方法は困難と判断され、ぞの欠点を除き 5る寒冷地用鶏舎構造について、経済面をも合わせた検討が必要

と考えられる。
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;:;tア 1図 早苗氏モルタル鶏舎の温度と産卵率

(最高なよび最低温度、実線は舎外、破線は舎内〉
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(5) 鶏の衛生管理に必要な基本概念

北大獣医学部 浦 四 良E

本会の性格上、本日は教科書的左解説で大部分の時聞を頂戴するととをな許し願いたい。

集団生活下の生物の健康管理K最も大切なのは病気、とくに伝染病の予防であるとい5常識化した前提に立

って話を進めます。

まず、病気を云々する前K、従来から私共が扱い慣れている牛馬等の晴乳類家畜と鳥類K属する鶏とでは身

体の構造やその生理が随分かけ離れたものがあるととも念頭にとどめて会かまければ左ら左しも両者の差異の 5ち

でも、病と直結した点は鶏には呼吸器附属器管として気嚢があること、第 2VC外部から異物が入った場合の防

禦装置として重要左淋巴節が鶏には左いこと、第 3には体温の調節に大き左役割を果たしでいる汗腺を欠く

とと等が挙げられる。

ではこれらの点をも加えて、鶏の衛生管理K必要な基本条項を列記して、ぞれK若干の解説を加えI 最後K

今回の調査成績について報告し、さらに所感を述べる。

1. 鶏C生体・生理の特色

(1) 気護保有・・・・・・呼吸器病を複雑化する。

(2) 汗腺欠除・・・・・・暑熱に弱い。

(3) 淋巴節欠除

2. 鶏集団の特色

(1) 同令、同一家系由来の個体の終生集団生活・・・・・・疾病の集団発生多lo

(2) 摂食助の均)性

3. 鶏の集団飼育に伴5生活の不自然化

(1) 外気遮断

(2) 日光遮断

(3) 自由の拘束

(4) 摂食物の質的制約

4. 鶏伝染病の特色

(1) 介卵伝染病多し

雛白痢、パラチフス、アリ:ノeナ、大腸菌病、慢性気道炎(慢性呼吸器病、 CRD、マイコプラズマ病〉、

伝染性関節膜炎、ニューカツスノレ病、家禽ベスト、鶏脳脊髄炎、白血病群の 1部等。

とれらの病では母鶏からその雛え伝達される〈垂直伝播〉ばかbでなく、同胞えの横の伝播(水平伝播〉も

起きる。

(2) 病の類似性

脚弱・・・・・・伝染病、栄養障害、外傷等によって起こる多種の病に現われる症候群名o

呼吸器性疾患・・・・・・原因は伝染病、栄養障害。

下痢・・・・・・血使、緑使、灰白使等。原因は伝染病、栄養障害等。

脚弱と通称されている病は実はいろいろ異左った病気の綜合名ともい5べきもので、症状だけで、 ζれはこ
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の病、あれはあの病気と区別し難い。また、呼吸器性疾患も略々同様に種類は多彩である 5えに、個々の病気

を易々と鑑別できるもりではない。消化器症状の下痢も、単に消化器病の症状として現われるばかbでな〈、

/全身病の分症としても発現するから厄介である。

(3) 伝播速度

鶏C生活環境や生態。影響もあって、鶏の伝染病中には伝播が迅速左ものが少ぐない。伝染病コリーザや伝

染性気管支炎左どはその好例である。

(4) 伝染病対策の 5本の柱

伝染病は感染を受ける素質を持っている宿主(感受性動物〉と病原体〈細菌.ウイノレス等〉、それにこの両

者の接触に必要な仲立ち〈感染経路〉の 5者が揃つてはじめて成立する。しかいとれら 5役者の力の相乗値

がある水準以上に達していまければなら左いから、役者が揃5だけでは感染が成b立た左い。従って、鶏む伝

染病防圧を考える時には、問題の鶏群が伝染病に擢ら左い治込擢D難いよ 5左方向に体質を維持改善するく感受

性対策〉のが?っ、第 2には病原体を飼育場内に持ち込まれ左い方策〈感染経路対策〉、第 5には飼育場内に

いる病原体の除去と停滞防止〈病原対策〉が不可欠の条件と左る。 1

5. 病原対策関連事項

(1) 死・病鶏の早期処置

(2) 保菌鶏除去。導入防止

とのためには検査や検疫が必要であるし、とくに、介卵伝染病に擢っているとか、その疑のある雛の導入防

止が先決問題である。

(3) 消毒

消毒む効果を挙げるには塵芥の除去と洗糠をまず行わ左ければ左ら左い。従って、鶏舎、クージ、パタリー

育雛器、いずれも頻回洗?僚に堪えるものが適当である。

(4) ワクチンと医療機器

ワクチン、とくに生ワクチンには有害左微生物が迷入している場合があるσ また、消毒不充分左億で連続的

に同一注射器で採血する左どの不注意から、不慮の事態に見舞われる例も稀でまい。

(5) 乾燥

消化器性伝染病、とくにコクシジューム原虫の被害を減少させるには有効である0

6. 感染経路対策関連事項

(1) 飼育場の位置

飼育場の選定K当つては、交通網との関係や水系、風向をも考慮し左くてはなら左い。

(2) 飼育場の施設

飼育場と管理部門〈事務室、生産物庫、資材庫〉は明確に分離して、飼育場とくに鶏舎内えの出入は極力制

限する。飼育場入口には車輪洗搬用の池を造って、出入するトラック等の車輪や人C靴の洗樵を行左 50鶏舎

毎に踏込消毒盤 2個(1つは泥拭用入専用の作業衣〈帽子をもλ 手洗(消毒〉を備える必要がある。

(3) 育雛部門と成鶏部門の分離と配置

成鶏は過去にbいて種々左病原体K接触し、また保菌している場合が少〈左いから、成鶏に較べて清浄左雛

とは接触させては左ら左い。従って、成鶏舎と育雛舎との問隠は少くとも 50mとし、ぞの 5え育雛舎は成鶏

舎C風下に左るよ 5では不都合であるo 作業員も画然と分担させるのを通則とする。しかいどうしても分担

が不可能なら、育雛舎の仕事が完了してから成鶏舎にかかるべきである。

(4) 外来者対策
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(5) 野禽・獣対策

(6) ぞの他

病原体の搬入に一役買5ものとして、以上のほかに、飼料、流水、鶏籍、卵函、雛函、鶏糞左どがある。

病原b よび感染経路対策を円滑に実行するためには、飼育場内に焼却炉、洗糠場のほかに消毒場(フオノレマリ

シ憶蒸室を含む〉を設置し左くては在るまい。

ス 感受性対策関連事項

(1) ストレスの除去

現在ストレスとして具体的に示されている悪感作は次の通Dである。す左わち、生ワクチン接種、高湿、飼

料あるいは給餌法の変更、すき晶明、密飼、暑熱、去勢ホJレモン投与、寒冷、腕興、移動、駆虫、飼料または

飲水の不足、低栄養、他群の鶏の混飼、消毒薬の使用失宜、育雛器の故障、他の疾病。

(2) 抗病性品種@系統の確立

本事項は重要左ーものであるが、抗病性は所詮相対的左ものであるととを忘れては左ら左い。

(3) 予防接種(ワクチン接種〉

予防接種は年間計画で広い地域を共同で実施しまいと効果は挙がD難いし、ワクチンの需給も円滑に進言左

い。ニューカツスノレ病予防接種を完全に行左つでも、ぞの費用は卵代にして 2""3個分Kしか当ら左いし、鶏

痘左らば 1個分位のものである。禍は忘れた頃やってくるグ

(4) 化学的予防

コクシジューム抑制剤とかロイコチトゾーン病の予防に有効左ピリメサミンの適時使用が適例で、予防接種

と異ま b速効的であるが同時にまた効力持続期間は 1昼夜以内であるという欠陥がある。

調査成績

鶏防疫の方針は、、以上述べた諸事項に添って建てられるべきものと思う。しかし、個々の養鶏場についてぞ

の衛生管理の実態調査を行左う場合に、どのよう左項目をしらべればその目的が正しく果たされるものかは、

やは b具体的に打ち出し難い課題であったし、そのような雛型があるとも聞いてい左い。ぞとで私は、当時の

思いつきり事項について調査し、その結果に基ずいて今後の方針を建てることとした。

(1) 育雛舎と成鶏舎との分離

解答のあったもの-1 1軒の 5ち、別に育雛舎を持っているところが 8軒あったが、図面に方角も風向も記載

されてい左いものが多かった。また、糞の処理場近く K育雛舎を設けていて、衛生管理について本末を誤った

施設としか思え左いところがあった。

(2) 消毒に対する考え方

蒸気または消毒剤による消毒をする前に充分水洗しなければ左らないことを理解しているととろは皆無であ

った。

(3) 予防接種

ニューカツスJレ病予防をしたところは 1軒もなかった。鶏痘については、実施してい左いのが 1軒、記載し

左いところが 1軒、静化直後の接種を含めて 2回が 6軒、 5回が 5軒で、万全と考えられるのは最後に記した

5軒だけである。

(4) 恐ろしい病気は何か

この間いに対しては 1軒で数種の病気をあげていると ζろもあって、一番多い答えは白血病の 7軒、次いで
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ニューカツスノレ病、コクシジューム病の各々 5軒宛。ぞれに、雛白痢、 C R D、鶏痘、呼吸器病が各 1軒宛。

記載し左いもの 2軒と左っている。

(5) 昨年から今年にかけて本州に発生した鶏の悪疫は何か。

二ユーカツスJレ病と答えたのは 11軒で、これは私共C調査時期が道庁の移入禁止令が出た直後でるったせ

いもあると思われる。

(5) 鼠駆除

?軒で行左っていた。しかし、その効果は余D挙がっているとは思え左かったo

， (7) 鮮卵場K文すする苦情左 D希望

との聞いは介卵伝染病に対する理解の度合を知る尺度のつも bで出した。しかし、回答は僅か 4軒で、介卵

伝染病対策の強化を要望したもの 1軒、健全雛の育成を希望したところが 1軒、ぞれに雛が不揃いでコクシジ

ューム病が多発したとい5いさ Lか筋違いの苦情が?軒、ぞれに、カタログに出ている産卵率や卵重と喰違が

大きいというむずかしい問題も出ている。

(8) 結 E
叩

上述の事項以外についτも調査したが、纏まったことといえば前記むよ 5左ものである。

しかし、今回の調査時点にないては、不良としか考えられ左い環境にあっても、相当の生産をあげてj:，~lJ、こ

の程ーの調査成績だけで経営一般を推測するととの困難を痛感した。しかしまた、北海道の養鶏の実状〈とくに

その飼育密度〉や地理的、気象的条件を考慮すると、前記の一見矛盾した現象も解釈できるよ 5vr:.も考えられ

る。またそれだけに ζのようま背景を持つ北海道に若しもニューカツスノレ病の如き悪疫が 1度侵入した場合。

惨状が思いやられるのである。

いずれにせよ、衛生管理の実態調査は長期的に行左われ左ければ¥その成績を経営の良否と関連性を持たせ

るのは至難である 5。従って、養鶏日誌Kは疾病に関連した事項も記入し、有事の際Kぞの食料を専門家K提

出できるようκし左くては左ら左い。 C 1 9 6 ~ ~2 2 ) 
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4 研究会記事

( i )庶務報告

① 北海道家畜管理研究会設立総会旬開 40年 5月 10日 於酪農センター〉

(1) 研究会の設立決定

(2) 会員iJの審議、役員の選出

(3) 特別講演「家畜、家禽のための近f拍句管理施設KついてJ

米国農務省中央研究所プロジェクトエンジニアミドクタージム太田

②昭和 40年度第 1回評議員会 (6月 5日 於北大農学部)

(1) 設立総会よ Dの委託事項の審議(会則等)

(2) 昭和 40年度事業計画、夏、冬 2回研究会を開催

③ 昭和 40年度第1;1回研究会 (8月 21日 於道立新得畜窪説験場)

(1) 道内の関係各お究機関口ける家畜管理K防る研究の現況並び問I@vcついて意見交換

(2) rルーズハウ|ジングのあ b方についてJ話題提供者河野敬三郎氏

「畜舎建築と!建築基準法K沿ける関電点についてJ

話題提供者土田鶴吉氏・社同義則氏

上記テーマについて話題提供者の発表を中心に討議

(3) 8月 20日、帯広市、芽室町及清水町の畜舎、鶏舎等の見学、 8月 21日新得畜産試験場内見学

④ 昭和 40年度第 2回評議員会 (12月 4日 於北大農学部)

(1) 昭和 40年度第 2回研究会の開催について審議決定

(2) 道農務音l酪農草地課よりの依頼事項(酪農経営施設設計指針の作成)を受託することに決定

⑤ 昭和 40年度第 2回研究会(昭和 4 1年 5月 10日 於北大農学部)

(1) _ r寒地に砕ける窪卵用鶏々舎の構造及施設についてJ

本研究会々員中よ D委嘱した調査員左らびに現地K依頼した下記の各地区養鶏農家の実態調査を中心に討

議

調査 地 区 担当調査員

奈井江町 堂腰 純氏

東 Jfl 町 渡辺 寛氏

愛 Jjlj 町

江 JjiJ 一一 浦 四 良E 氏

厚 真 池 内 義 民リ 氏

早 )[1 玉田区 八 氏

茅 室 町 鈴 木 省 一 氏

『区司コ 出回' 英 彦 氏
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厚沢部町

北広島町

遠 軽 町 現地 K 依頼

立品 野 町

本 JJIj 町、

(2) 道農務部酪農草地課よ bの依頼事項〈酪農経営施設設計指針の作成)の受託決定を承認

⑤ 昭和 41年度第 1回評議員会(5月 28日於北大農学部)

(1) 会計報 告

(2) 昭和 41年度事業計画について審議

(ii) 昭和 4 0年度会計報告

(昭和 40年 4月 24日~昭和 41年 5月 31日)

収 入 支

昭和 40年度一般会費 (96名) 28，800円 ジム・オータ招蒋費

昭和 40年度賛助会費(2-4名) 140.000 設立総会会場費
， .'‘ 

ジム・オータ講演会寄附 10.000 第 1回研究見学会費

銀行預金利息 132 第 2回研究会調査旅費

同 上 調査用寒暖計

同 上 大会費

事務費

通信費

会議費

~ 計 178，932円

次年度繰越金
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5， 北海道家畜管理研究会会員名簿
〈昭和 4 1年 6月現在)

員会通普

氏 名 住 所

(B) 

坂 東 健 標津郡中標津町根釧農業試験場

(D) 

三μ止ι 腰 純 札幌市北?条西?丁目 北大農学部農業工学科

土 井 健二郎 札幌市北 5条 西 6丁目 道庁酪農草地課

(E) 

遠 藤 、清 司 札幌市北4条西 7丁目 畜産制宮内 道農業改良課専門技術員室

(F) 

古 谷 将 帯広市稲田町 帯広畜産大学

(H) 

八 戸 耳、芳 夫 札幌市北?条西?丁目 北大農学部畜産学科

早 ) [ [ z回z 八 札幌市北 4条西Y丁目 畜産会館内道農業改良謀専門揃貯員室

広 瀬 可 恒 札幌市北ヲ条西?丁目 北大 農学部畜産学科

平 賀 即、稔 札幌市月寒羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

平 沢 志 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

平 山 秀 介 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

藤 井 甚 作 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

藤 田 裕 帯広市稲田‘町 帯広畜大農産 化学科

藤 田 昭 一一 河西郡芽室町 北海道立十勝農業試験場
、

福' 原 政 斗 釧路市材木町 4 3 日配釧路工場

堀 口 逸 雄 札幌市羊ク丘 北海道農業試験場経営部

(工)

イ弄 藤 道 秋 帯広市稲田町 帯広畜大農業 工学科

池 内 義 員リ 札幌市北?条西 9丁目 北大農学部農業工学科

石 本 札幌市琴似町西八軒 北海道中央農試畜産部

市 ) [ [ 舜 江 別市西野幌 582 酪農学園 大 学 畜 建 学 教 室

和 泉 康 史 上川郡新得町 北海道立新得畜 産 試 験 場

伊 藤 芳日 産 札幌市北?条西 9丁目 北大農学部農業工学科

(K) 

上 出 純 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

寵 田 勝 基 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場
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氏 名 住 所

金川 博 光 帯 広 市 西 4条 南 8丁目 帯広開発建設部調査課

北 村 方 男 札幌市月寒羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

工 藤 階 滝川市東滝川 北海道 立 滝 川 畜 産 試 験 場

河 野 敬=郎 札幌市北 4条 西 7丁目 畜産会館内 北海道畜産会

小竹森 ヨ[[ 史 札幌市北?条西 9丁目 北大農学部畜窪学科

林 道 彦 札幌市北 5条西 7丁目 酪農ピル内 北海道酪農協会

林 道 臣 上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

同 豊 櫓山郡厚沢部町字鶏 道立槽山畜窪経営指導所

届メ色、 紀 美 標津郡中標津町 根釧農業試験所

近 藤 芳日 彦 滝川市東滝川 北海道 立 滝 川 畜 震 試 験 場

糟 谷 泰 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

(M) 

松 居 勝 広 帯広市稲田町 帯広畜大農業工学科

松 村 宏 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘 北海道立天北農業試験場

松 尾 一 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

一 股 正 年 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

光 本 孝 次 帯広市J稲田町 帯広畜産大学

宮 J [! 浩 輝 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

宮 本 正 光 札幌市南 5条西 7丁目 エノレム・ポートリ農場

宮 本 啓 一 帯広市稲田町 帯広畜大農業工学科一
桃 野 作次郎 札幌市北ヲ条西?丁目 北大農学部農業経済学科

森 田 修 上川郡新得町 北海道立 新 得 畜 産 試 験 場

一一 井吉 四 良B 札幌市北 1 8条西 1 0丁目 北大獣医学部

松 実 成 J忠 河西郡芽室町 北農試畠作部
(N) 

中 t~ 穴 喬三郎 札幌市南 6条西 1 1丁目 日優薬品株式会社

中 村 紀 夫 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

南 苦E '悟 札幌市北?条西?丁目 北 大 農 学 部 農 業 工 学 科

槍 崎 昇 江別市西野幌 582 酪農学園大学

西 埜 進 上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

野 村 喬 江別市西野幌 582 酪農学園大学

(0) 

岡 村 俊 民 札幌市北 9条西?丁目 北大農学部農業工学科

及 Jf! 寛 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘 北海道立天北農業試験場
， 

野 哲 也 帯広市稲田町 帯広畜産 大 学 農 業 工 学 科

大 橋 向 夫 上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

大 橋 譲 一 上 川 郡 清 水 町 石 山 大同放場一
大 石 主フ主ロ主 爾 江別市西野幌 582 酪農学園大学
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氏 名 住 所

大久保 正 彦 ー札幌市北?条西?丁目 北大農学部畜産学科

大 沢畑 貞、次郎 上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

(8) 

沢 主に士主"" 彦 札幌市北 5条 西 6丁目 北 海道農務部農政課

斎 藤 日 河西郡芽室町 北海道立十勝農業試験場

j西 井 義 広 常目郡端野村市街 端 野 農 協

桜 井 允 札幌市琴似町西8軒北海道立中央農業試験場畜窪部

佐々木 国 利 河西君防=室町新生北海道農業試験場 畑 作 部

佐 藤 博 札幌市北 1 8条 西 10丁目 北大獣医学部

イ左 藤 和 男 滝 川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

曾 根「章 夫 上川郡新得町 北海道立新得畜窪試験場

首 藤 新 一 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

鈴 木 省 一 帯広市稲田町 帯広畜産大学

鈴 木 健 一 江別市西野幌 5 8 2 酪農学園大学一
斎 藤 f専 夫 札幌市北 4条西 1丁目 北最中央会

沢 潤 一 札幌市北 5条西 7丁目 酪農センター内 道酪農協会

杉 田 文 土佐 札幌市首穂町 3 6 雪 印 乳 業株式会社 酪農部

(T) 

田 中 正 俊 滝川市東滝川 北海道立滝川 畜産試験場

高 橋 俊 行 札幌市北 4条西 7丁目 畜産委譲官勾 北海道農業改良課専門技術員室

局 橋 英 紀 札幌市北?条西 9丁目 北大虫学部農業工学科

高 t田 英 彦 帯広市稲田町 帯広畜大農業工学科

品 倉 正 臣 上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

武 田 太 一 札幌市北?条西?丁目 北大農学部農業工学科

丹 代 建 男 河西郡芽室町 芽室改良普及所

谷 口 F差 一 上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

鳶 野 保 標津郡中標津町 北海道立根釧 農業試験場

所 赤口 暢 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

，鳥 山 正 雄 札幌市琴似町西八軒 北海道農業試験場農業物理E

坪 松 戒 一 標津郡中標津町 北海道立根釧 農業試験場

土 田 在息 τ口1:: 札幌 市 琴 似 町 西 八 軒 北海道立中央農業試験場

土 谷 紀 明 帯広市工業団地 土谷特殊農機具製作所

塚 本 達 上川郡新得町 北海道立新得畜窪試験場

鶴 見 矛リ 司 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

堤 義 雄 札幌市北?条西 9丁目 北大 農学部畜産学科

者日 築 重 1笹 山越郡八雲町 大平洋牧場
¥ 
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氏

( u) 
上田

上山

宇那木宏

上野

梅原 益

浦上

(W) 
和田忠

和田

渡辺

渡辺

名 住 所

義
英

彦|札幌市苗穂町 3 6 札幌酪農業協同組合

札幌市北ヲ条西?丁目 北大農学部 酪農科学研究施設

昌 | 帯 広 市 稲 田 町 帯広畜産大学 農業工学科

栄|札幌市琴似町 2 4軒 4 北海道立寒地建築研究所

男|札幌市北 5条西 6丁目 北海道畜産課

清 l帯広市稲田町 帯広畜産大学

雄|札幌市琴似町西八軒北海道立中央農業試験場

時|札幌市北 5条西 6丁目 北海道農務部酪農草地課

隆|札幌市琴似町西八軒 北海道立中央農業試験場農業機械部

寛|滝川市東滝川 北海道立滝川畜彦試験場

渡 辺 正 雄|枝幸郡浜頓別町緑ケ丘北海道立天北農業試験場

(Y) 

山 崎 了 介|札幌市琴似町西八軒北海道立中央農業試験場

吉 田 富 穏|札幌市北?条西?丁目 北大農学部農業工学科

米内山 昭 和|滝川市東滝川 北海道 立滝川畜産試験場

米 田 裕 紀|滝川市東滝川北海道立滝川畜産試験場

梁川

士
口 田

良|札幌市北 1 8条 西 1 0丁目 北大獣医学部

稔|札幌市北 5条西 7丁目 酪 農セ ンタ ー内 道酪農開発事業団

(計 1 1 0名)
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賛 助 ，企h

Z三ミ 貝

団 体 名 所 在 地

井関農機株式会社ヰロ毎道技術センター|岩見沢市利根別町

角山国際農友養鶏組合|江別市角山世田谷 2 6 2 

北原電牧株式会社 l札幌市北 1 9条東 4丁目

久保田鉄工株式会社| 札 幌 市 北 1条西 4丁目

七糸工業株式会社 札幌営業所|札幌市北 5条東 5丁目

札幌酪農業協同組合|札幌市苗穂町 3 6 

大和ハウス工業株式会社札幌支 j苫|札幌市大谷地 4 3 4

土 谷 製 作 j 所|札幌市東雁来 12 

長瀬産業株式会社札幌出:張所|札幌市北 5条西 7丁目 水産ピノレ内

武田ピノレ内

岩佐ピノレ内

日本農産工業株式会社小樽工場|小樟市南浜町 7丁目

日本配合飼料株式会社小樽工場|小樟市堺町 8

富士 製鉄札幌営業所|札幌市北 2条西 4 丁目 北海道ピ Jレ内

不動建設株式会社 北海道支庄|札幌市北 4条西 4丁目(ニューサッポロピノレ〉

ホク レン畜 産 部|札幌市北 4条西 1丁目北農会館

北海道農業電化協議会 l札幌市大通東 1丁目 北 電サーピス課内

北農中央会(畜産経営課) I札幌市北 4条西 1丁目 北農会館

北海道酪農開発事業団|札幌市北 5条西 7丁目 酪農研修センター

北海道糧食株式会社|小樟市手宮町 4丁目 1 0 

北海道食糧産業株式会社飼料課|札幌市北 2条 西 7丁目 北海道中小企業会館内

北農機株式会 社|札幌市北 6条東 7丁目

明治乳 業 株 式会社札幌工場|札幌市白石町横町 7 0 

森永乳業株式会社北海道事業所|札幌市北 2条 西 4丁目 三井ピノレ内

雪印種苗株式会社| 札幌市豊平美園 2 の 1

雪印乳業株式会社|札幌市苗穂町 3 6 

(計 2 4団体)
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北海道家畜管理研究会役員6， 

先務勤名氏先務勤名氏

評議員

北大農学部可瀬広長〉(会

" 1謹宅告「
E日田士

口(副会長)

道立十勝農試一日一藤斎道農務部酪農草地謀健二郎井土

道酪農協会潤沢北大農学部夫芳戸八

雪印乳業酪農部土佐文田杉道農務部農業改良課八.耳
日

ー

l
 

I
'
J
 

早

酪農学圏大健木鈴北農試畜産部稔.eP 賀平

帯広畜大省木鈴北農試農業経営部雄逸口堀

道農務部農業改良課行
t介、
古久橋仁コ

「司北海道畜産会敬三郎野河

帯広畜大彦英止田tヱヨ
[司北農試畑作部J忠成実松

北農試農業均理部

道立根劃l健試ー

道立中央農試畜産部

道立寒地建築研究所

道農務部苔窟課

雄正山，昏道立天北農試宏村松

戒松坪道立滝川畜試年正股一一一

一一一 士
口住専田土北大獣医学部民E四償

問

栄野上北大農学部作次郎野'vhu 

判
刷
V

男益原梅道立新得畜試イ彦田森

道立中央農試農業経営部雄忠田芳日酪農学園大喬村野

農業機械部11 F圭辺渡北大農学部民俊村岡

道酪農開発事業団稔田士
口北農中央会夫博藤斎

事臣と
ロ耳.

道酪農協会彦道'r下
」
A
・

道立中央農試畜産部允井桜

事幹

道農務部農業改良課輝塚大務)(庶

北大農学部英山上

" 員リ義内-山品、vJ
a

計)(合

11 雄義堤集)(編

なな本会顧問として次の各氏をま?願い することに決 bました。

-町村敬貴氏・三田村健太郎氏・常松栄氏
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横山偉和夫氏

道農務部長






